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Vol.875江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

○

○

［ 表 紙 の写 真］
　10 月 6 日、消防フェスタが開催されました。（記
事は 28 ページ）

［  主な内容 ］
◎保険証の新規・再発行終了のお知らせ
◎来年度の入園児募集について



　
令
和
６
年
12
月
２
日
に
現
行
被
保
険
者
証

が
廃
止
さ
れ
、
新
規
発
行
、
再
発
行
の
い
ず

れ
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
今

後
、
被
保
険
者
証
に
代
わ
り
新
た
に
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
ま
で
引
き
続

き
使
用
で
き
ま
す
。
詳
細
は
以
下
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

新
規
・
再
発
行
終
了
の
お
知
ら
せ

令和６年12月２日以降、保険証はどうなるの？？

現在、国保の保険証を
お持ちですか？

Start!

保険証の有効期限は令和
7 年 7月31日ですか？

令 和 7 年 7 月 31 日まで
江津市の国保に加入して
いる予定ですか？

令和 6 年 12 月 1 日まで
に江津市の国保に加入し
ますか？

令和 6 年 12 月 2 日以降
江津市の国保に加入しま
すか？

保険証の有効期限まで江
津市の国保に加入してい
る予定ですか？

令和７年８月１日以降 有効期限が
令和６年12月1日以前の場合

後期高齢者医療保険に移行する
人は、後期高齢者医療保険から
現行の保険証が交付されます

国保に加入したまま70 歳になる
人は、国保から高齢受給者証を
兼ねる保険証が交付されます

○

現在、保険証とマイナンバーカードとの
一体化が進んでいますが、

をお持ちの人が医療機関を受診される際
には、引き続きマイナ保険証などとあわ
せて提示してください。

福祉医療費医療証（資格証）

子ども医療費受給資格証

特定疾病療養受療証　など

ご加入の健康保険から資格
情報のお知らせまたは資格確
認書が交付されます

国保加入時に現行保険証
は交付されません。

江津市国保の資格を喪失
した時点で現在の保険証
は使えなくなります
新たに加入する健康保険
では、令和 6 年12月1日
までは現行保険証、12月
2日以降は資格確認書が
交付されます

保険証の有効期限まで現在
の保険証が使えます
誤って破棄しないでください

マイナ保険証をお持ちの人
はマイナ保険証をご利用く
ださい

マイナ保険証をお持ちでな
い人には、資格確認書を交
付します

令和 7年 7月 31日まで現
行保険証が使えます
誤って破棄しないでください

有効期限が
令和６年12月2日以降の場合

はい いいえ

マイナ保険証をお持ちの人は
マイナ保険証をご利用ください

マイナ保険証をお持ちでない人

には資格確認書を交付します

マイナ保険証をお持ちの人は
マイナ保険証をご利用ください

マイナ保険証をお持ちでない人

には資格確認書を交付します

■問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係　

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
７
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「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て

　

保
険
証
の
利
用
登
録
済
み
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を

お
持
ち
の
人
に
は
、
ご
自
身
の
資
格
情

報
を
確
認
す
る
た
め
の
「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
（
Ａ
４
型
）」
を
交
付
し
ま
す
。

※
有
効
な
被
保
険
者
証
や
資
格
確
認
書

を
お
持
ち
の
人
を
除
く

　
な
お
、「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の

み
で
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
未

対
応
の
医
療
機
関
な
ど
を
利
用
す
る
際

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
共
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
お
よ
び
特
定
疾
病
療
養
受

領
証
に
つ
い
て

　

各
証
の
発
行
は
従
来
に
引
き
続
き
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
発
行
し

ま
す
。

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
に
つ
い
て
は
、
保
険
証
の
利
用
登

録
済
み
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ

イ
ナ
保
険
証
）
を
使
用
さ
れ
る
際
は
、

紙
の
認
定
証
が
な
く
て
も
負
担
区
分
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

長
期
入
院
該
当
（
住
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
過
去
12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日

を
超
え
る
人
）
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

「
資
格
確
認
書
」
に
つ
い
て

　
「
資
格
確
認
書
（
カ
ー
ド
型
）」
は
、

今
ま
で
の
被
保
険
者
証
と
同
様
に
、
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

有
効
な
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で
は

な
く
、
次
の
①
～
⑥
に
当
て
は
ま
る
人

に
は
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て

い
な
い
人

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
済
み

だ
が
、
保
険
証
利
用
登
録
を
し
て
い

な
い
人

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利

用
登
録
解
除
の
申
請
を
し
た
人

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
本
体
の
有
効

期
限
、も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
過

ぎ
、
３
か
月
を
過
ぎ
て
も
更
新
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
返
納
し
た

人
⑥
要
支
援
措
置
対
象
者

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
請
す
る

こ
と
で
「
資
格
確
認
書
」
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
障
害
を
お
持
ち
で
あ
る
な
ど
、
マ
イ

ナ
保
険
証
で
の
受
診
が
困
難
な
人（
要

配
慮
者
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た

人
、
更
新
中
の
人

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

新
規
・
再
発
行
終
了
の
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
12
月
２
日
に
現
行
の
「
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
廃
止

さ
れ
、
新
規
発
行
、
再
発
行
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
12
月
2
日
以
降
は
、
被

保
険
者
証
の
代
わ
り
に
、「
後
期
高
齢
者

医
療
資
格
確
認
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

○

　
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
ク
リ
ー

ム
色
）
は
、
有
効
期
限
ま
で
引
き
続

き
使
用
で
き
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
が
有
効
で

あ
る
間
に
限
り
、
使
用
で
き
ま
す
。

　
12
月
２
日
以
降
は
、
紛
失
や
記
載

情
報
の
変
更
等
、
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
被
保
険
者
証
は
交
付
せ

ず
、
資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

保
険
証

○

◎
使
用
方
法

　
今
ま
で
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
」
と
同
様
に
、
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
に
提
示
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　
次
の
各
証
の
発
行
は
従
来
に
引
き
続

き
、
担
当
課
へ
申
請
す
る
こ
と
で
「
後

期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
」
に
併
記

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

　
定
証

・
限
度
額
適
用
認
定
証

・
特
定
疾
病
療
養
受
領
証

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
新
規

加
入
さ
れ
る
方
に
は
、「
後
期
高

齢
者
医
療
資
格
確
認
書
（
ハ
ガ

キ
型
）」
を
交
付
し
ま
す
。

資
格
確
認
書

■問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
３
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　保育施設などを利用するためには、「保育所（園）等利用申込手続き」と
は別に子どもの年齢と保護者の就労状況などに応じた「保育の必要性の認定
（1～3号）」を受けるための申請が必要です。入園の申し込みと同時に受け
付けます。

　保護者が次の①～⑨のいずれかの
事由に該当する場合です。
①月48 時間以上の就労
（フルタイム、パートタイム、自営業など基
本的にすべての就労を含む）

②妊娠、出産
③保護者の疾病や障がい
④同居または長期入院中など親族の
介護や看護

⑤災害復旧に従事
⑥求職活動
⑦就学
（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）

⑧育児休業取得時に既に保育施設に
入所している子どもがいて継続入
所が必要であること

⑨その他上記に類する状態として市
が認める場合

利用できる施設・事業をチェック

保育の必要性によってどの施設・事業を利用できるかチェックしてみる 保育を必要とする場合とは？

保護者の就労や疾病などにより
保育を必要としている

対象のお子さんが
満３歳未満

対象のお子さんが
満３歳以上

いいえ

いいえ

はい

はい

支給認定
区分

施設
事業

問子育て支援課保育係　℡０８５５（５２）７９３３

※市内の幼児教育・保育施設の情報は、
市ホームページでご確認ください。

来年度の入園児を来年度の入園児を募集募集しますします
令和７年度の保育所（園）・認定こども園・小規模保育施設の令和７年度の保育所（園）・認定こども園・小規模保育施設の
入所・入園申込を受け付けます。入所・入園申込を受け付けます。

申込受付期間

　11月１日（金）～15日（金）

施設により申込受付期間が異なります。
次のページの認定こども園幼稚園部門でご確認ください。

[ 認定こども園幼稚園部門 ]

[ 保育所（園）・認定こども園保育園部門・小規模保育施設 ]

Start!

・認定こども園
（幼稚園部門）

１号認定
・保育所（園）
・認定こども園
（保育園部門）

・小規模保育施設
（特定利用地域型保育）

２号認定
・保育所（園）
・認定こども園
（保育園部門）

・小規模保育施設
（地域型保育）

３号認定

はい
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利用申込手続き

保育所（園）・認定こども園保育園部門・小規模保育施設《２号・３号認定》

認定こども園幼稚園部門《１号認定》

◎申込受付期間
11月１日（金）～12月13日（金）
　・さくらこども園	 	 ℡ 0855（55）0017
　・あさりこども園	 	 ℡ 0855（55）1024
12月2日（月）～10日（火）
　・認定こども園のぞみ保育園　℡ 0855（53）2555
12月２日（月）～13日（金）
　・うさぎ山こども園	 	 ℡ 0855（54）1425

◎対象児童
　平成 31年 4月2日生まれ～令和 4 年 4月1日生まれ
のお子さん

◎申込手続き
　利用を希望する園に直接お申し込みください。提出書
類は、希望する園までお問い合わせください。

◎申込受付期間
　１次受付　11月１日（金）～15日（金）
　２次受付　令和７年１月24日（金）～31日（金）
【留意事項】
・令和７年度中に利用を希望する場合は、１次受付期間内に申し
込みをしてください。

・２次受付では、１次受付（選考）で残った枠内での調整となり
ますのでご注意ください。

◎受付場所
　子育て支援課、桜江支所、市内各保育所（園）・認定
こども園・小規模保育施設、子育てサポートセンター

◎入所調整
　利用希望者数、保育施設の状況により、利用できる
保育施設を市が調整して決定します。

◎申込手続き
　申請書類にご記入のうえ、必要書類と併せて上記の
受付場所に提出してください。

保育を必要とする事由を確認する書類
事由 書類

就労
※就労内定、起業
予定を含む

就労（内定）証明書
※育児休業中と取得予定の人は、就労（内定）
証明書への記入を忘れずにお願いします。

妊娠、出産 母子健康手帳（保護者氏名と出産予定日
が記載されているページ）の写し

保護者の疾病、
障がい

診断書（保護者用）または障害者手帳な
どの写し

親族の介護・看
護

・介護・看護状況申告書
・診断書または障害者手帳などの写し

求職活動 就労約束書
就学
※職業訓練を含む

在学証明書
※月の就学日数・時間などがわかるものを添付

令和 7 年度から新たに利用を希望する場合

・施設型給付費・地域型保育給付費給付認定申請書［兼］
保育施設等利用申込書（児童台帳）

・保育施設等利用申込補助票
・マイナンバー申告書
・保育を必要とする事由を確認する書類

継続利用を希望する場合

　現在、在園しており、来年度も継続して利用を希望す
る場合は次の書類の提出が必要です。
・現況届
※世帯の状況、継続利用希望や転園希望を確認します。在園　
中の保育施設を通じてお渡しします。

・保育を必要とする事由を確認する書類（左図参照）

施設の変更（転園）を希望する場合

　上記の継続利用時の書類に加え、次の書類も必要です。
・利用施設等変更申込書
・保育施設等利用申込補助票

申込手続きに必要な書類

利用申込手続き

　各申請書類は、受付場所に備え付けてあります。
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○

一人で悩まず、お酒の問題を仲間と話してみませんか？
◎断酒会とは
　「ついつい自宅でお酒を飲みすぎてしまう」「飲みす
ぎる家族のことが心配」など、お酒の悩みを抱えてい
る人が集い、お互いに励まし合い、酒のない新しい生
活を始めることで、社会の信頼を回復できるよう支援
する自助グループです。

みんなが暮らしやすい町づくり
　江津市は障がいのあるなしに関わらず、誰もが地域で安心して暮らすことができるような環境づくりを進めてい
ます。断酒会はその一つです。ありのままを語り合える人との出会い、仲間とよりよい断酒生活を送ることができ
ます。酒害に悩んでいる人や家族は、一人で悩み抱え込まず、断酒会に参加してみませんか？市広報で毎月開催日
時、連絡先を掲載していますので、ぜひチェックしてください。

◎日時　
　毎週木曜日
　午後７時～９時

○ 江津保健センター
　　第１・第２・第４木曜日
桜江保健センター
　　第3木曜日

◎取組内容
　毎週ミーティングの開催や断酒会宿泊研修会を行
い、浜田市・江津市から７～１０人が集います。

◎会　場

　江津市には酒の問題で悩む人たちが集い、互いに助け合いながら悩みを軽減し、
解決している断酒会という自助グループがあります。その江津断酒会の一人が 22
年にわたる断酒活動の功績に島根県知事より感謝状が贈呈されました。受賞された
豊田康弘さんをご紹介します。豊田さんは、自身のアルコール依存症を克服するため、
断酒会活動に参加され、酒害※を克服しています。自らの体験をもとに酒害に悩む人
と共に断酒活動に取り組まれています。

Interview

　私がアルコール依存症と診断されたのは31歳でし
た。当然のように朝から酒を飲み、仕事へ行き、日中
も人の目を盗んでは酒を飲みながら仕事をしていまし
た。そんな中、家族に連れられて入院をしましたが、酒
をやめる気になれず、２回目の入院中に断酒会を知り、
断酒しなければ同じことを繰り返し、家族や職場の人
に迷惑をかけていることに気づき、断酒を決心しました。

私は断酒会に入会し、酒を克服し22年になります。断
酒を継続することで、飲酒生活で失われた家族や職場
の人との信頼関係を取り戻すことができました。お酒で
悩んでいる人や家族の方、一人では悩み苦しまずに相談
に来てください。アルコール依存症は病気です。病気だ
から治すことができます。

豊田康弘さん

※酒害…アルコールの過剰摂取によって引き起こされる健康障害や精神障害のこと

１１月１０日～１１月１６日は
アルコール関連問題啓発週間です

◎断酒会で得られるもの
自分を見つめ直す機会
　酒害の影響を受けている本人と家族が体験談を話
すことで、自分と酒の関係を見つめ直します。自身の
気持ちの整理や反省ができ、酒に頼らない自分に自信
がもてるようになります。

共通の悩みをもつ仲間づくり
　断酒会は、「お酒をやめたい、でもどうしてもやめら
れない」といった共通の悩みを持った者同士が共感し、
認めあう場です。「みんな仲間」という一体感が生まれ、
仲間とのふれあいは断酒のための特効薬です。

自らの断酒継続から他者への援助活動へ
　自らの酒害経験や回復過程を語り、ともに断酒の道
を歩む仲間として語りかけます。「当事者だからわかる
こと」「経験者だからこそ言えること」があり、お酒の
問題を抱えている人や家族に寄り添います。

問高齢者障がい者福祉課障がい者福祉係　℡０８５５（５２）７９３４
2024.112024.11かわらばんかわらばん 6



１１月９日（土）～１５日（金）は

秋季全国火災予防運動

　「守りたい　未来があるから　火の用心」 を令和６年度全国統一標語
とし、秋季全国火災予防運動を実施します。
　これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。火を
取り扱うときは、その場を離れず消火を確実に行いましょう。万が一住
宅火災が発生した場合の逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置し定期的に点検しましょう。

Fire
Department 江津邑智消防組合からのお知らせ

問江津邑智消防組合
℡０８５５（５２）０１１９

1 寝たばこは絶対にしない、させない。

2 ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

3 こんろを使うときは火のそばを離れない。

4 コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ
グは抜く。

1 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ
などは安全装置の付いた機器を使用する。

2 火災の早期発見のために、住宅用火災警報
器を定期に点検し、10 年を目安に交換する。

3 火災の拡大を防ぐために部屋を整理し、寝具・
衣類およびカーテンは防炎品を使用する。

4 火災を小さいうちに消すために消火器などを
設置し、使い方を確認しておく。

5 お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と
避難方法を常に確保し、備えておく。

6 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
地域ぐるみの防火対策を行う。

住宅防火 いのちを守る １０のポイント
　いのちを守る10のポイントを実行して、地域ぐるみで火災のない街を
目指しましょう。

◎４つの習慣

◎６つの対策

　令和６年能登半島地震では、石川県輪島市におい
て、焼損棟数約 240 棟、焼失面積約４万９千㎡とい
う大規模な火災が発生しました。特に電気に起因す
る火災が多く発生していることから、地震時の電気
火災リスクを低減するため、感震ブレーカーなどの設
置を国が推進しています。ご自宅の地震対策につい
てご一考お願いいたします。
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9
月
8
日
（日）
、
桜
江
の
自
然
を
駆
け
抜
け
る
「
第

28
回
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
ン
桜
江
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
国
地
方
を
中
心
に
、
北
は
北
海
道
、
南
は
佐

賀
県
な
ど
か
ら
６
９
７
人
が
参
加
。
リ
ゾ
ー
ト
施

設
「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ　

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ 

＆ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
と
し
、
20
㎞
ラ
ン
と
13
㎞
ラ
ン
、

13
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
3
種
目
で
自
然
豊
か
な

コ
ー
ス
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

深
い
渓
谷
を
眼
下
に
眺
め
る
高
架
橋
を
渡
っ
た

あ
と
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
な
が
ら
渓
流

沿
い
の
平
坦
路
を
進
み
、
後
半
は
大
会
名
物
の
激

坂
コ
ー
ス
を
進
み
ま
す
。
約
2
㎞
ご
と
に
設
け
ら

れ
た
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
声
援
を
送
り
な
が
ら
、
冷
た
い
飲
み
物
や
バ

ナ
ナ
な
ど
の
軽
食
を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
ゴ
ー
ル
で
は
、
冷
そ
う
め
ん
や
お
に
ぎ
り
、
甘

い
20
世
紀
梨
の
お
も
て
な
し
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
選
手
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
も

て
な
し
や
、
温
か
い
応
援
の
声
が
と
て
も
励
み
に

な
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

第２８回第２８回○○○○○○○○○○ピクニックラン桜江ピクニックラン桜江○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
スポーツ振興くじ助成事業
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○ おいが
つなっど

第３回
東
串
良
町
が
誇
る
特
産
品

 

～
う
な
ぎ
と
牛
の
魅
力
～

◎
黒
毛
和
牛

　
鹿
児
島
県
は
肉
用
牛
の
生
産
が
全
国
一

位
を
誇
り
ま
す
。
５
年
毎
に
開
催
さ
れ
る

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
」
に
お
い
て
、
鹿
児
島
県
代
表
と

し
て
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
こ
と
が
あ
る

ほ
ど
、
品
質
に
優
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の

畜
産
農
家
は
、
培
っ
て
き
た
経
験
を
も
と

に
厳
選
さ
れ
た
飼
料
と
管
理
体
制
で
、
丁

寧
に
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
協
や
役

場
も
牛
の
手
入
れ
の
手
伝
い
や
相
談
に
乗

る
な
ど
、
町
全
対
で
協
力
を
し
て
畜
産
業

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
は
、
黒
毛

和
牛
の
霜
降
り
（
ロ
ー
ス
・
カ
ル
ビ
）
や

赤
身
（
モ
モ
）
な
ど
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

肉
質
は
柔
ら
か
く
、
嚙
む
ご
と
に
旨
み
が

広
が
り
、
舌
の
上
で
と
ろ
け
る
よ
う
な
食

感
で
す
。

◎
う
な
ぎ

　

東
串
良
町
が
位
置
す
る
鹿
児
島
県
大

隅
半
島
は
う
な
ぎ
の
名
産
地
で
す
。
う

な
ぎ
は
東
串
良
町
を
代
表
す
る
水
産
物

で
あ
り
、
豊
富
な
水
資
源
と
温
暖
な
気

候
を
活
か
し
、
町
内
の
養
殖
業
者
は
品

質
の
高
い
う
な
ぎ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

東
串
良
町
産
の
う
な
ぎ
は
、
ふ
っ
く
ら

と
し
た
食
感
と
上
品
な
脂
の
乗
り
が
特

徴
で
、
口
に
入
れ
る
と
と
ろ
け
る
よ
う

な
美
味
し
さ
が
広
が
り
ま
す
。

　

東
串
良
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
で
一
番
人
気
の
品
で
あ
り
、
上
位
10

品
中
８
品
が
う
な
ぎ
で
す
。
湯
せ
ん
で

も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
炭
火

で
焼
く
と
一
層
風
味
が
引
き
立
ち
ま
す
。

◎
最
後
に

　

黒
毛
和
牛
や
う
な
ぎ
な
ど
の
東
串
良
町
の

返
礼
品
の
数
々
は
、
地
元
の
生
産
者
た
ち
の

長
年
に
わ
た
る
努
力
と
情
熱
の
結
晶
で
す
。

東
串
良
町
の
豊
か
な
食
文
化
を
ご
自
宅
で
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
私
は
毎
年
東
串
良
町

産
の
う
な
ぎ
を
食
べ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で

夏
バ
テ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
！
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、

東
串
良
町
の
恵
み
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
江
津
市
で
の
思
い
出

子
ど
も
交
流
事
業
（
8
月
27
日
～
31
日
）

　

東
串
良
町
の
子
ど
も
12
人
と
町
職
員
6
人

が
江
津
市
に
訪
れ
ま
し
た
。
ア
ク
ア
ス
や
サ

ン
ピ
コ
ご
う
つ
な
ど
の
市
内
巡
り
や
、
江
津

市
の
子
ど
も
た
ち
と
少
年
自
然
の
家
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
市
職
員
有
志
の
石
見
神
楽
同
好
会
が

「
恵
比
寿
」と「
大
蛇
」

を
披
露
し
た
と
こ

ろ
、
初
め
て
目
に
す

る
神
楽
に
子
ど
も
た

ち
は
釘
付
け
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
今
度

は
江
津
市
の
子
ど
も

た
ち
が
東
串
良
町
へ

訪
れ
、
東
串
良
町
の

魅
力
を
直
接
感
じ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

チ
ェ
ス
ト
！

　

東
串
良
町
は
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
農
業
や
畜
産
業
が

盛
ん
な
地
域
で
す
。
特
に
、
黒
毛
和
牛

と
う
な
ぎ
は
、
地
元
を
代
表
す
る
産
品

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

東串良町

　

今
回
は
、
東
串
良
町
の
魅
力
的
な

「
う
な
ぎ
」
と
「
黒
毛
和
牛
」
に
つ
い

て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

岡
元
紫
陽
（
東
串
良
町
職
員
。
人
事

交
流
で
2
年
間
江
津
に
勤
務
）
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Information
Pick Up!

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

令
和
5
年
度
決
算
の
状
況

■問
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合　
℡
０
８
５
５
（
５
３
）
５
０
８
２

会計別 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 差引残額（※）
一般会計 1,125,941,000 1,128,195,317 1,095,919,204 32,276,113
介護保険特別会計 12,067,682,000 12,205,528,077 11,798,917,479 406,610,598

合　　計 13,193,623,000 13,333,723,394 12,894,836,683 438,886,711
※残額は翌年度に繰り越したのち、国や県および関係市に償還されます。

歳入
区分 決算額

保険料 2,158,509
分担金及び
負担金 1,658,146
使用料及び
手数料 155

国庫支出金 3,094,085
支払基金
交付金 2,979,161

県支出金 1,688,163
財産収入 257
繰入金 135,499
繰越金 488,016
諸収入 3,537
歳入合計 12,205,528

令和５年度浜田地区広域行政組合決算総括表

一般会計 介護保険特別会計

歳入
区分 決算額

分担金及び
負担金 869,133
使用料及び
手数料 70,942

国庫支出金 71,774
県支出金 36,783
財産収入 20
繰入金 5,287
繰越金 27,430
諸収入 46,826
歳入合計 1,128,195

歳出
区分 決算額

議会費 468
総務費 56,411
民生費 139,698
衛生費 899,342
公債費 0
歳出合計 1,095,919

歳出
区分 決算額

総務費 220,850
保険給付費 10,443,626
財政安定化
基金拠出金 0
地域支援
事業費 609,152
保健福祉
事業費 2,397

基金積立金 177,015
公債費 0
諸支出金 345,877
歳出合計 11,798,917

（単位：円）

（単位：千円） （単位：千円）

市
内
公
共
施
設
20
カ
所
に
Ｅ
Ｖ
自
動

車
専
用
充
電
器
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
８
月
に
Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ
ラ
事
業
を
展

開
す
る
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ（
テ

ラ
チ
ャ
ー
ジ
）
株
式
会
社
と
締
結
し
た
、

地
域
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

推
進
に
向
け
た
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
市

内
20
カ
所
の
公
共
施
設
に
計
40
基
の
Ｅ
Ｖ

充
電
ス
タ
ン
ド
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

〇
利
用
料

充
電
１
時
間
当
た
り
４
５
０
円
（
税
込
）

　
（
5
分
単
位
か
ら
利
用
可
能
）

〇
利
用
方
法

　
専
用
の
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
を
使
用
し
て

充
電
器
を
操
作
・
決
済

Ｅ
Ｖ
充
電
器
設
置
の
お
知
ら
せ

設置施設
旧川戸駅敷地
江津中央公園
地場産業振興センター
江津市役所　分庁舎
都治地域コミュニティ交流センター
浅利地域コミュニティ交流センター
松平地域コミュニティ交流センター
渡津地域コミュニティ交流センター
郷田地域コミュニティ交流センター
嘉久志地域コミュニティ交流センター
和木地域コミュニティ交流センター
都野津地域コミュニティ交流センター
二宮地域コミュニティ交流センター
跡市地域コミュニティ交流センター
敬川地域コミュニティ交流センター
波子地域コミュニティ交流センター
有福温泉地域コミュニティ交流センター
長谷地域コミュニティ交流センター
市山地域コミュニティ交流センター
川越地域コミュニティ交流センター ▲モバイルアプリ

問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
６
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毎
月
、
市
内
で
催
さ
れ
る
石
見
神
楽

は
豪
華
必
見
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

湯
の
町
神
楽
殿
と
舞
乃
座
は
必
ず
ご
予

約
の
上
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

有
福
温
泉　

湯
の
町
神
楽
殿

◎
日
時

　
11
月
2
日
（土）
、
9
日
（土）
、
16
日
（土）
、　

　
　
　
23
日
（土）
、
30
日
（土）
、

　
午
後
８
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
出
演
団
体　
有
福
温
泉
神
楽
団

◎
料
金

　
中
学
生
以
上　
１
０
０
０
円

　
小
学
生　
　
　
５
０
０
円

　
未
就
学
児
無
料

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
３
４

石
見
神
楽
劇
場　

舞
乃
座

◎
日
時

　
11
月
3
日
（日）
、
17
日
（日）

　
午
後
４
時
～
６
時

　
11
月
8
日
（金）
、
22
日
（金）

　
午
後
８
時
～
９
時

◎
出
演
団
体　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
料
金

　
日
曜
日　
２
０
０
０
円

　
金
曜
日　
１
０
０
０
円

◎
予
約
先

　
席
の
予
約
専
用
電
話

℡
０
９
０
（
８
０
６
５
）
０
０
０
２

※
定
期
公
演
の
ほ
か
に
特
別
公
演
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
28
回　

神
楽
大
会

　

年
に
一
度
、
市
内
で
催
さ
れ
る
石

見
神
楽
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
。
今
年
は
、

「
十
八
番
」
と
題
し
て
、
江
津
市
石
見

神
楽
連
絡
協
議
会
に
属
す
る
７
団
体
と

子
供
神
楽
１
団
体
の
新
世
代
が
10
演
目

を
披
露
し
ま
す
。

◎
日
時　
11
月
24
日
（日）

　
　
　
　
開
場　
午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
開
演　
午
前
9
時

◎
会
場　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
入
場
券

　
前
売　
２
０
０
０
円

　
当
日　
２
５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料

◎
販
売
取
扱
場
所

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津

　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

　
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
２
４

石
見
神
楽
公
演
情
報▲ホームページ

◎
日
時　
11
月
30
日
（土）

ワ
ン
セ
カ
ン
ド

　

永
遠
の
24
フ
レ
ー
ム

開
演　
午
前
10
時

カ
ラ
フ
ル
な
魔
女

角
野
栄
子
の
物
語
が
生
ま
れ
る
暮
ら
し

開
演　
午
後
１
時

◎
場
所　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
前
売　
一
般　
　
１
０
０
０
円　

　
　
　
　
小
中
高
生　
５
０
０
円　

◎
当
日　
一
般　
　
１
３
０
０
円

　
　
　
　
小
中
高
生　
７
０
０
円

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

し
ま
ね
映
画
祭
in
ご
う
つ

問
商
工
観
光
課
観
光
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
９
４

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
大
元
神
楽
。
今
年
は
桜
江

町
市
山
に
て
、
６
年
に
一
度
の
式
年
祭

で
大
元
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す

◎
日
時　
11
月
16
日
（土）　
午
後
５
時
～

　
　
　
　
11
月
17
日
（日）　
午
前
９
時

◎
会
場　
飯
尾
山
八
幡
宮

　
（
桜
江
町
市
山
４
７
４
）

◎
駐
車
場

　

市
山
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
八
幡
宮
境
内
に
は
車
両
は
進
入
が
で

き
ま
せ
ん

大
元
神
楽　

奉
納
に
つ
い
て

問
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
２
１
５
５

問
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
３
４
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Information
Pick Up!

　
令
和
7
年
4
月
か
ら
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
に
入
会
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

◎
入
会
資
格

　
昼
間
に
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
家
庭
に

い
な
い
児
童
（
小
学
6
年
生
ま
で
受
入
れ

可
能
で
す
）

※
通
年
利
用
さ
れ
る
児
童
が
対
象
で
す
。

夏
休
み
な
ど
長
期
休
み
の
み
の
利
用
は
原

則
で
き
ま
せ
ん
。

◎
募
集
す
る
ク
ラ
ブ

・
津
宮
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
高
角
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
江
津
東
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
桜
江
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
川
波
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
渡
津
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
郷
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

◎
申
込
期
間

　
12
月
2
日
（月）
～
12
月
27
日
（金）

◎
申
込
方
法

　
申
し
込
み
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
申
し
込

み
後
、
就
労
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
年
度
の
途
中
で
就
労
や
復
職
を
予
定
さ

れ
て
い
る
人
も
今
回
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
就
労
証
明
書
の
提
出
先

　
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
社
会
教
育
課
ま
た
は

桜
江
支
所
総
務
係

◎
注
意
事
項

　
申
込
の
結
果
、
定
員
を
超
過
し
た
場
合
、

後
日
面
接
を
行
う
事
が
あ
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童
募
集

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
９
６

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す

年
金
の
日
は
、「
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
日
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

い
つ
で
も
利
用
で
き
る
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
で
は
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
見

込
み
額
を
試
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
将
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座

振
替
申
出
な
ど
の
電
子
申
請
や
、
確
定

申
告
で
利
用
可
能
な
控
除
証
明
書
な
ど

の
電
子
デ
ー
タ
の
取
得
も
で
き
ま
す
。

ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
年
金
事
務
所
に
よ
る
窓
口
相
談
も
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ

て
ス
ム
ー
ズ
に
相
談

が
で
き
る
予
約
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
が

一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◎
対
象
と
な
る
人

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

で
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

・
前
年
の
年
金
収
入
金
額
（
障
害
年

金
・
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
）
と
そ
の
他
所
得
の
合

計
が
88
万
９
３
０
０
円
以
下
（
昭
和

31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は

88
万
７
７
０
０
円
以
下
）

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
で
、
前
年
の
所
得
が

「
４
７
２
万
１
０
０
０
円
＋
扶
養
親
族

の
数
×
３
８
万
円
」
以
下

◎
新
規
の
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

対
象
と
な
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
９
月
初
旬
頃
よ
り
請
求
可
能
な
旨

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
同

封
の
給
付
金
請
求
書
（
は
が
き
型
）
に

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
情
報
が
不
明
な
人
に
つ
い
て

は
、
９
月
中
旬
頃
よ
り
給
付
金
請
求
書

（
Ａ
４
型
式
）
お
よ
び
所
得
状
況
届
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人
は
、
年

金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
の
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
す
で
に
給
付
金
認
定
を
受
け
て
い
る

人
で
所
得
情
報
が
不
明
な
人

　

９
月
中
旬
頃
よ
り
所
得
状
況
届
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
℡
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

浜
田
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲ホームページ

問
浜
田
年
金
事
務
所　
℡
０
８
５
５
（
２
２
）
０
６
７
０

▲申請フォーム
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工
事
・
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

令
和
７
～
８
年
度　

工
事
・
業
務

の
入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年

３
月
31
日
ま
で
に
江
津
市
が
発
注
す

る
、
建
設
工
事
及
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
に
係
る
競
争
入
札

等
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の

と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
【
工
事
】
受
付
期
間　

　
令
和
６
年
11
月
１
日
（金）
か
ら
12
月
16

日
（月）
（
※
１
）
ま
た
は
令
和
７
年
１
月

16
日
（木）
ま
で
（
※
２
）

※
１　
令
和
６
年
度
９
月
ま
で
に
経
営

事
項
審
査
を
受
け
る
人
（
10
月
中

に
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
が
手

元
に
届
く
人
）

※
２　
令
和
６
年
度
10
月
以
降
に
経
営

事
項
審
査
を
受
け
る
方
（
11
月
以

降
に
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
が

手
元
に
届
く
人
）

◎
【
業
務
】
受
付
期
間

　
令
和
６
年
11
月
１
日
（金）
か
ら

　
令
和
７
年
１
月
16
日
（木）
ま
で

○
資
格
の
有
効
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

○
申
請
方
法　

「
島
根
県
電
子
調
達
共
同
利
用
シ
ス
テ

ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
「
資
格
申
請

シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
た
電
子
申
請
と

し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申

請
後
、
必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

○
必
要
書
類
の
送
付

【
提
出
方
法
】
郵
送
ま
た
は
信
書
便

【
送
付
先
】
〒
６
９
５—

８
５
０
１　

　
江
津
市
江
津
町
１
０
１
６
番
地
４

　
江
津
市
管
財
課　
管
財
入
札
係　

○
審
査
結
果
に
つ
い
て

　

審
査
後
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
電
子

メ
ー
ル
に
よ
り
順
次
通
知
し
ま
す
。
書

面
に
よ
る
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
注
意
事
項

　
現
在
の
工
事
・
業
務
の
入
札
参
加
資

格
の
有
効
期
間
は
、
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
資
格

を
有
し
て
い
る
人
も
、
必
ず
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
資
格
が
な
い
場
合
は
見
積
や
随
意
契

約
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
申
請
の
詳
細

島
根
県
と
江
津
市
の
入
札
参
加
資
格
申

請
の
手
引
き
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
手
引
き
は
江
津
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
管
財
課
管
財
入
札
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
９▲ホームページ

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
児
童
扶
養
手

当
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
児
童
扶
養

手
当
の
所
得
限
度
額
と
第
３
子
以
降
の
加

算
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
所
得
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
は
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
額
を
支
給
す

る
「
全
部
支
給
」
と
、
一
部
の
み
を
支
給

す
る「
一
部
支
給
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
、

全
部
支
給
及
び
一
部
支
給
の
判
定
基
準
と

な
る
所
得
限
度
額
が
次
の
と
お
り
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

（
扶
養
す
る
児
童
等
の
数
が
１
人
の
場
合
の

収
入
目
安
）

令
和
６
年
10
月
分
ま
で

　
全
部
支
給　
１
６
０
万
円
未
満

　
一
部
支
給　
１
６
０
万
円
以
上
、

　
　
　
　
　
　
３
６
５
万
円
未
満

令
和
６
年
11
月
分
か
ら

　
全
部
支
給　
１
９
０
万
円
未
満

　
一
部
支
給　
１
９
０
万
円
以
上
、

　
　
　
　
　
　
３
８
５
万
円
未
満

◎
第
３
子
以
降
の
加
算
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
、第
２
子
の
加
算
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

（
１
人
に
つ
き
）

・
令
和
６
年
10
月
分
ま
で

　
全
部
支
給　
６
，
４
５
０
円

　
一
部
支
給　
６
，
４
４
０
円
か
ら

　
　
　
　
　
　
３
，
２
３
０
円

・
令
和
６
年
11
月
分
か
ら

　
全
部
支
給　
１
０
，
７
５
０
円

　
一
部
支
給　
１
０
，
７
４
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
５
，
３
８
０
円

　
各
々
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
に

応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
変
更
後
の
額
は
11
月
分
（
令
和
７
年
１

月
支
給
分
）
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
７
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Information
Pick Up!

防
災
行
政
用
無
線
に
関
す
る
お
知
ら
せ

問
総
務
課
防
災
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
２
７

防
災
行
政
用
無
線
戸
別
受
信
機
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
全
国
的
に
災
害
が
頻
発
化
、

激
甚
化
し
て
い
ま
す
。
自
ら
の
命
を
守

る
た
め
に
は
、
多
く
の
情
報
を
集
め
適

切
に
判
断
し
、
早
目
の
避
難
行
動
を
と

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
そ
の
行

動
が
周
囲
の
避
難
を
促
し
地
域
住
民
の

命
を
救
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

情
報
を
得
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る

「
防
災
行
政
用
無
線
戸
別
受
信
機
」
は
、

防
災
情
報
や
緊
急
情
報
、
市
か
ら
の

様
々
な
お
知
ら
せ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

音
声
で
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
て
お
く
だ
け
で
、
市
役

所
か
ら
の
電
波
を
受
け
て
自
動
的
に
放

送
し
ま
す
。
屋
内
で
の
音
声
放
送
で
、

災
害
時
で
も
深
夜
で
も
緊
急
情
報
が
確

実
に
受
け
取
れ
ま
す
。
停
電
時
に
は
内

蔵
の
乾
電
池
に
切
り
替
わ
る
た
め
、
停

電
し
て
も
確
実
に
受
信
で
き
ま
す
。

　

個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
所
に
お
い

て
も
設
置
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

貸
与
申
し
込
み
方
法

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
書

を
総
務
課
防
災
係
ま
た
は
桜
江
支
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
費
用

　
設
置
分
担
金
１
万
４
千
円

　
（
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
な
ど
は

９
千
円
）

※
分
担
金
が
全
額
免
除
、
一
部
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
設
置
時
の
注
意
事
項

　

古
い
乾
電
池
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て

お
く
と
液
が
漏
れ
、
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
定
期
的
な
乾
電
池
の
交
換
を

お
願
い
し
ま
す
。

防
災
行
政
用
無
線
を
用
い
た
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
、
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
用
い
た
訓
練

で
、
本
市
以
外
の
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

◎
日
時

　
11
月
20
日
（水）　
午
前
11
時
ご
ろ

※
日
程
・
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
訓
練
で
行
う
放
送
試
験

　

市
内
に
設
置
し
て
あ
る
「
防
災
行
政

用
無
線
戸
別
受
信
機
」
お
よ
び
「
屋
外

拡
声
子
局
（
41
カ
所
）」
か
ら
、
一
斉

に
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎
放
送
内
容

　

訓
練
の
時
間
に
な
っ
た
ら
、
次
の
と

お
り
音
声
が
流
れ
ま
す
。

▲ホームページ

・
（上
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

・
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」
×
３
回

・
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
江
津

市
で
す
。」

・
（下
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

抽
選
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

　
募
集
住
宅
は
、
次
の
期
間
内
に
電
話
ま

た
は
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◎
募
集
期
間

11
月
18
日
（月）
～
29
日
（金）
必
着

◎
抽
選　
12
月
中
旬

◎
入
居
予
定　
１
月
中
旬

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

　
募
集
住
宅
は
、
電
話
ま
た
は
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
受
付　
随
時

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
島
根
県　

住
宅

公
社
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

問
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所　
℡
０
８
５
５
（
２
５
）
０
５
３
５
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９
月
17
日
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

い
わ
み
の
古
野
房
子
会
長
か
ら
小
学
校

の
図
書
の
購
入
に
役
立
て
て
と
図
書

カ
ー
ド
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
ア
メ
リ
カ

を
発
祥
と
し
て
お
り
、「
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
」
と
い
う
言
葉
は
、ラ
テ
ン
語
で
「
女

性
に
と
っ
て
最
良
の
も
の
」
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
女
性
の
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
で
あ
り
、
地
域
に
合
っ
た
様
々

な
奉
仕
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
カ
ー
ド
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

谷
住
郷
１
０
０
年
マ
ル
シ
ェ
が

【
内
閣
府
】
社
会
参
加
章
を
受
章

　

こ
の
度
、『
谷
住
郷
１
０
０
年
マ
ル

シ
ェ
』
が
内
閣
府
が
選
ぶ
「
社
会
参
加

活
動
事
例
」
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
れ
は
、
積
極
的
な
社
会
参
加
活
動

が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
団
体
を
「
社
会
参
加
活
動
事
例
」

と
し
て
広
く
全
国
に
紹
介
す
る
も
の

で
、
令
和
６
年
度
は
全
国
で
29
団
体
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
内
閣
府
か
ら
贈
ら

れ
た
「
社
会
参
加
章
」
を
章
す
る
書
状

お
よ
び
記
念
品
の
楯
を
市
長
よ
り
伝
達

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
団
体
は
、
11
月
13
日
愛
媛

県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
「
高
齢
社
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
主
催
：
内
閣
府
・
松

山
市
）
に
お
い
て
、
事
例
発
表
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◎
谷
住
郷
１
０
０
年
マ
ル
シ
ェ
・
・
・

桜
江
町
谷
住
郷
を
拠
点
に
、
毎
月
第
１・

第
３
日
曜
日
に
出
店
。
活
動
は
マ
ル

シ
ェ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
り
、
地
区
外
と
交
流
し
た

り
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

社
会
参
加
章
を
受
章

　

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
で
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
老
朽
化
し
た
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
設
備
を
光
ケ
ー
ブ
ル
設
備
に

切
り
替
え
る
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
提
供
し
て
い
る
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

を
利
用
し
た
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
同
軸
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
う
。）
は
、
令
和
６
年
12

月
末
で
終
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
桜

江
町
内
は
「
光
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
移
行

が
終
了
し
て
い
ま
す
）。

　

同
軸
サ
ー
ビ
ス
の
ま
ま
で
は
、
テ
レ

ビ
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

ま
だ
光
サ
ー
ビ
ス
へ
の
切
り
替
え
が

お
済
み
で
な
い
ご
家
庭
は
、
石
見
ケ
ー

ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
０

問
学
校
教
育
課
管
理
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
９
５

問
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱　
℡
０
８
５
５
（
２
５
）
６
１
２
３

▲ホームページ
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市
職
員
の
給
与
は
条
例
、
規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
の
給

与
に
は
、
基
本
給
と
し
て
の
給
料
と
、
扶
養
、
住
居
、
通
勤
手
当
や
ボ
ー
ナ

ス
に
あ
た
る
期
末
・
勤
勉
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
給
与
の
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

職員数
（Ａ）

給　与　費 一人当たり
給与費

（Ｂ/Ａ）給　料 職員手当 期　　末
勤勉手当

計
（Ｂ）

227人 834,822 千円 139,769 千円 339,292 千円 1,313,883千円 5,788 千円
（注）１．職員手当に退職手当は含みません。　

２．職員数は、令和 5 年 4 月1日現在の人数で、水道など公営企業会計などの職員は含ま
れません。

住民基本台帳人口
（令和 6 年１月１日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

21,751人 17,171,433千円 2,325,502 千円 13.5％

１．総括

２．一般行政職の平均給料月額および初任給などの状況

（普通会計決算）

３．職員手当の状況（普通会計職員）

４．特別職の報酬などの状況 ５．職員数の状況

（１）　期末・勤勉手当

区分 江津市 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 1.025月分 1.225月分 1.025月分
12 月期 1.225月分 1.025月分 1.225月分 1.025月分

計 2.45月分 2.05月分 2.45月分 2.05月分
（注）職務の級などによる加算措置有。

（令和 6 年 4月1日現在）

（令和 6 年 4月1日現在）

（令和 6 年 4月1日現在） （令和 6 年 4月1日現在）

（２）　退職手当

区分 江津市 国
自己都合 定年･勧奨 自己都合 定年･勧奨

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.7090月分 39.7575月分 47.7090月分
最高限度額 47.7090月分 47.7090月分 47.7090月分 47.7090月分

（注）１．退職前の職責などに応じた調整額を加算。
２．島根県市町村総合事務組合の退職手当制度に加入。

（３）　扶養手当

（４）　住居手当

区分 江津市 国
配偶者 6,500 円 6,500 円

子 10,000 円 10,000 円
配偶者以外の扶養親族 6,500 円 6,500 円

特定期間（満16 歳年度初めから
満 22 歳年度末）の子の加算 5,000 円 5,000 円

借家居住者 月額16,000 円を超える家賃を支払っている
者に対して28,000 円を限度に支給

（５）　通勤手当

交通機関利用者 交通機関などを利用して通勤する職員に対
して、55,000 円を限度に支給

交通用具使用者
自動車などを使用して通勤する職員に対
して、通勤距離区分により2,000 円から
31,600 円の範囲内で支給

部門 普通会計（一般行政）
議会 総務 税務 労働 農林水産 商工 土木 民生

職員数 3 64 16 0 15 8 30 58
部門 普通会計 公営企業等会計 合計衛生 小計 教育 水道 下水道 その他

職員数 17 211 19 11 6 9 256（256）
（注）１．職員数については、令和 5 年地方公共団体定員管理調査
　　　　 に基づく職員数です。

２．江津市の条例による職員定数は 347人です。
３．その他の内訳は、国民健康保険 5人、後期高齢者医療

　4人です。
４．（　）は令和 5 年度。

区分 月額 期末手当

給料
市　長
副市長
教育長

738,000 円
603,000 円
522,000 円

6月期　1.7月分
12 月期　1.7月分

報酬
議　長
副議長
議　員

353,000 円
312,000 円
294,000 円

6月期　1.7月分
12 月期　1.7月分

（注）期末手当には、40/100 の加算措置有。

区分 江津市 国
大学卒 187,300 円 196,200 円
高校卒 166,600 円 166,600 円

区分 江津市 国
平均年齢 42.4 歳 42.1歳

平均給料月額 317,509 円 323,823 円
平均給与月額 371,787 円 405,378 円

（普通会計決算）

令
和
5
年
度

職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
■問 

人
事
課
人
事
給
与
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
０

（１）人件費の状況

（２）職員給与費の状況

（１）平均年齢および平均給料月額などの状況 （２）職員の初任給の状況
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　江津市のふるさと納税はインターネットでも申
し込みができます（クレジットカードでの決済が
できます）。
　ぜひ、市外にお住まいの知人・友人に、江津
市ふるさと納税をご紹介ください。
　5,000 円以上の寄付をいただいた人には、お
礼の品として市の特産品を進呈します。
　※江津市に在住の人からの寄付については、
　特産品の進呈はできません。

　インターネットからの申し込みは、次のふる
さと納税ポータルサイトから、江津市への寄付
フォームへお進みください。
・ふるさとチョイス	 ・楽天ふるさと納税
・ふるなび	 ・ANAのふるさと納税
・JAL ふるさと納税	 ・auPAYふるさと納税
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

※詳しくは市ホームページをご確
認ください。

　ふるさと納税制度は、出身地や応援したい地方公共団体に
寄付することで、地方を応援できる制度です。この制度によ
り、令和５年度は全国から10,539 件、430,017,000 円のご
寄付をいただきました。
　皆様のふるさと江津を思う温かいお気持ちに、心より感謝
申し上げます。

 寄付総額  寄付総額 
  430,017,000430,017,000 円 円 

令和 5年度
ふるさと納税実績

問政策企画課政策企画係　℡０８５５（５２）７９２５

令和５年度 寄付金実績（活用希望別）
事業の種類 件数 寄付額

江の川が育み人麻呂が愛したふるさとの自然、景観を活かした事業 746 件 23,458,000 円

大元神楽、石見神楽等、ふるさとの伝統芸能、文化の伝承に関する事業 453 件 13,046,000 円

江の川の豊かな恵みを活かした交流を通じて人々が元気になる事業 156 件 5,389,000 円

ふるさとの子どもたちがすくすくと育ち、安心して暮らせるための事業 5,714 件 225,398,000 円

ふるさとの人々がイキイキと、暮らし続けていくための事業 748 件 26,120,000 円

指定なし 2,937件 136,606,000 円
注）いただいた寄付は「元気！勇気！感動！ごうつ ふるさと基金」に積み立て、指定された使途に基づき、まちづくりに活用します。

インターネットからも申し込みできます！「元気！勇気！感動！ごうつ ふるさと基金」活用実績

江の川が育み人麻呂が愛したふるさとの自然、景観を活 
かした事業……………………………………1,069,504 円
◇椿の里管理費
◇自然公園管理費　ほか

01

▲ホームページ

江津市 PR キャラクター
 「人麻呂くんとよさみ姫」

05 指定なし
………………………………………………3,811,500 円
◇シティプロモーション事業

02 大元神楽、石見神楽等、ふるさとの伝統芸能、文化の
伝承に関する事業………………………… 3,324,027 円
◇指定文化財保護事業
◇文化活動支援事業　ほか

04 ふるさとの人々がイキイキと暮らし続けていくための事業
…………………………………………… 3,906,000 円
◇農林水産振興総合事業（6次産業推進）　ほか

03 ふるさとの子どもたちがすくすくと育ち、安心して暮らせ
るための事業……………………………… 28,735,109 円
◇ベイビーボックスプレゼント事業
◇小中学校 ICT環境整備　ほか

17 GOTSU  Public  Relations  MagazineGOTSU  Public  Relations  Magazine2024.112024.11



○

健康
＆

すくすく
どう育てていく？
こどもの自己肯定感

　自己肯定感とは、自分自身に満足していて、自分のことを肯定的に捉えられる
感覚のことです。こどもが将来さまざまな困難や問題にぶつかった時に、それを
乗り越える力の土台となります。土台がしっかりと作られていると、自分で解決方
法を考え、試行錯誤しながら行動できるようになると言われています。

自己肯定感が下がっているサイン

　・自分に自信が持てない
　・すぐに諦める
　・人と比べてしまう
　・物事を否定的に捉えてしまう
　・自分の意見をあまり言わない

　当てはまる項目が多くても、過剰に心配する
必要はありません。普段の生活の中で、頑張り
すぎている部分がないか見直し、心に余裕を持
たせてあげましょう。

兎にも角にも、先ずは自分自身を大切に！

　こどもを褒めてあげること、大きな心で受け止
めてあげることが大切なのは分かっているけれ
ど…。日々忙しくてそんな余裕を持てない。たく
さん頑張っていて、褒めてもらいたいのは親も同
じです。
　こどもの自己肯定感を上げるには、親の余裕
も必要です。「こどもの自己肯定感が低いのは
私のあの時の対応が悪かったからかもしれない
…」などと全てを親の責任だと感じてしまうと苦
しくなってしまいます。まずは自分自身を大切に
し、労わってあげましょう。

　何かに成功したり、達成したりした時には、
些細なことでも言葉にして褒めてあげましょ
う。また、結果だけではなく、頑張った過
程を意識的に褒めてあげると結果を気にし
すぎず、なんにでも挑戦していく心を育てて
いくことに繋がります。

　こどもが話をしてきたときには、口をはさみたい
部分があってもまずはじっくりと話を聞き、肯定的
に受け止めてあげましょう。自分の話を肯定的な雰

　困ったときに自分で考える環境を作ってあ
げましょう。また、何かを決定するときにこど
もに意見を求める機会を作ってあげましょう。
「自分で解決することができた。」「自分は親
に頼りにされている。」という嬉しさや、承認
欲求を満たすことができます。
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囲気でじっくりと聞いてもらえると、
「自分は周りに認められている、受
け入れられている。」という感覚を
持つことができます。

こどもの自己肯定感を
高める接し方のコツ

褒める

話を肯定的に聞いてあげる

こどもが主体的に考え、選択する機会をつくる

問子育て支援課子育て支援係　
　℡０８５５（５２）７４８７
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ひとりで悩まないで
～ＤＶのない社会を目指して～

　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）とは、配偶者
やパートナーなど親密な関係にある人からふるわれる
「暴力」です。ＤＶは犯罪にもなる重大な人権侵害で
あるとともに、個人の尊厳を害するものであり、決し
て許されません。
　ＤＶはエスカレートする傾向があります。
　もしあなたや友人がＤＶの被害者かも・・・と気づ
いたら、ひとりで悩まずまずは相談を。どうすればい
いか一緒に考えましょう。

◎相談窓口
【ＤＶ相談ナビ】　℡＃８００８（はれれば）
【警察の相談窓口】
・島根県警察相談専用電話
　℡＃９１１０、℡０８５２（３１）９１１０
【県・市の相談窓口】
・島根県女性相談センター (松江 )
　℡０８５２（２５）８０７１
・島根県女性相談センター西部分室（大田）
　℡０８５４（８４）５６６１
・浜田児童相談所
　℡０８５５（２８）３４３４
・市子育て支援課子育て支援係
　℡０８５５（５２）７４８７

11 月 12 日～ 25 日は

「女性に対する暴力をなくす運動」期間
問子育て支援課子育て支援係
　℡０８５５（５２）７４８７

　松江地方法務局と島根県人権擁護委員連合会で
は、本年11月13日～19日までの１週間を、全国一
斉「女性の人権ホットライン」強化週間と定め、相談
受付時間を通常より延長して電話相談を受け付けま
す。
　夫やパートナーからの暴力、職場におけるセクシュ
アル・ハラスメントやストーカー行為などでお困りの人、
まわりでそういったことを見聞きしたという人は、一人

で悩まずにご相談ください。相談は無料で、秘密は
守られます。

◎期間　11月13日（水）～19日（火）
　　　　午前８時 30 分～午後７時
　※土日は午前10 時～午後５時
◎電話　℡０５７０（０７０）８１０
◎相談員　法務局職員または人権擁護委員

問松江地方法務局人権擁護課
　℡０８５２（３２）４２６０

11 月 13 日～ 19 日は

「女性の人権ホットライン」強化週間

人生の終わりまで、

あなたはどのように暮らしたいですか？
　　　　～１１月３０日は人生会議の日～

　人生会議（ACPアドバンス・ケア・プラン
ニング )という言葉を聞いたことがあります
か？
　人生会議とは、もしもの時のために、あな
たが大切にしていることや、あなたが望む医
療やケアについて、家族や医療・介護関係者
などと前もって話し合い、共有する取組みの
ことです。
　命の危険が迫った状態になると、約 7割
の人が医療やケアを自分で決めたり、望みを
人に伝えることが難しくなると言われていま
す。自分が望む過ごし方ができるように、日
頃から大切にしていることや望んでいること
を家族などの信頼できる人と共有しておくこ
とが大切です。

●活用しよう！未来ノート
江津市では、もしもの時に備えて自分の思いを
整理したり、家族や大切な人へ伝えたいことを

●マンガで解説「ACPって何だろう？」
ACPの大切さや話し合うときのポイ
ントなどを、実際の家族をモデルに
マンガで紹介しています。

書き留めておくものとして「未来
ノート」を作成しています。

▲ホームページ

▲ホームページ
配布場所：
地域包括支援センター
高齢者障がい者福祉課（無料配布）
※市ホームページからダウンロードするこ
ともできます。

問地域包括支援センター
　℡０８５５（５２）７４８８
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江津市国民健康保険集団検診江津市国民健康保険集団検診のご案内
◎日程　１２月２１日（土）
　健康診断・各種がん検診　午前８時３０分～１１時３０分

◎会場　江津市総合市民センター

◎対象者　江津市国民健康保険被保険者（４０歳～７４歳）

　　　　　※すでに個別健診や市の人間ドック等を受けられた人は申し込みできません

対象 料金

特定健康診査 ４０歳～７４歳 １,０００円

心電図検査
国民健康保険加入者
４０～７４歳生活保護世帯

無　料

胃がん検診 ４０歳以上 無　料

大腸がん検診 ４０歳以上 無　料

前立腺がん検診 ５０歳以上の男性 無　料

乳がん検診 和暦偶数年生まれの４０歳以上の女性 無　料

肝炎ウイルス検診
今年度４０歳～６０歳になる人で、これ
までに肝炎ウイルス検診を受けたことが
ない人　（肝疾患の治療中を除く）

無　料

【申し込み期間】　１１月１日（金）～１１月２２日（金）
【申し込み・問い合わせ先】　保険年金課国民健康保険係 0855-52-7937

12月１日の世界エイズデーに合わせて、ＨＩＶ検査を行
います。
◎日時
　・11月12日（火）　午後１時から３時
　・11月26日（火）　午後１時から３時
　　　　　　　　　　午後５時から７時
　・12月10日（火）　　午後１時から３時
◎場所　浜田保健所
◎料金　無料

◎対象　HIV感染に不安をお持ちの人
◎内容　ＨＩＶ即日検査
（検査後、90 分後に結果をお伝えします。）
◎予約　検査予定日の前日までに電話予約（匿名可）
◎予約受付時間　平日午前８時30 分～午後５時15分
※予約状況によっては、申し込みをお断りする場合があ
ります。
　詳しい内容は、電話または浜田保健所ホームページ
でご確認ください。

世界エイズデーに併せたHIV 検査のお知らせ

○虐待を受けたと思われる子どもがいたら…
○ご自身が出産や子育てで悩んでいたら…
○子育てに悩む親がいたら…

　こういうときにはすぐにお電話ください。
　あなたの連絡・相談が子どもを守るとともに、子育
てに悩む保護者を支援するための大きな一歩となりま
す。

◎連絡・相談先
・児童相談所全国共通３桁ダイヤル
　℡１８９（いちはやく）
※お住まいの地域の児童相談所につながります。
・浜田児童相談所
　℡０８５５（２８）３５６０
・江津市子育てサポートセンター
　℡０８５５（５２）０５６９
・江津市子育て支援課
　℡０８５５（５２）７４８７

11 月は児童虐待防止月間
～189（いちはやく）　気づいてあげて　そのサイン～

問子育て支援課子育て支援係
　℡０８５５（５２）７４８７

問浜田保健所医事・難病支援課
　℡０８５５（２９）５５５４

特定検診は約１１，０００円かかる検査が

１,０００円で受けられます！
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開催日 時間 会場 内容 予約

1日（金） 午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「どんぐり制作」 ○

2 日（土） 午前 10 時～正午 サポートセンター 第 3 回食育講座「いもほり／焼き芋」 ○
5 日（火） 午前 10 時～11時 30 分 うさぎ山 もくもくday( 自然物で手作り玩具作り) 〇

5 日（火） 午前 10 時～11時 さくら 「さくらこども園の日」さくらこども園周辺をお散歩
〇  

※予約は
あさりへ

6 日（水） 午前 11時～ のぞみ保育園 0 歳児食事体験～離乳食コース 〇

7 日（木） 午前 10 時～ のぞみ保育園 マザーズひろば「ベビーマッサージ」 〇

7 日（木） 午前 11時～正午 あさり 「わくわくランチ」園の食事を食べてもらいます。 〇
7 日（木） 午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 手づくりおもちゃ（センサリーボトル） 〇

8 日（金） 午前 10 時～11時 あさり よしとさんの紙芝居 ○

8 日（金） 午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「ホットケーキ作り」 ○

9 日（土） 午前 10 時～11時 サポートセンター 絵本の読みかたりの日 ○

10 日（日）午前 9 時～正午 あさり
「園開放デー」園庭や園舎内で遊んでください。 
＊11時からおむすびや焼きそばなどの販売をします。 
　園で食べても持ちかえられても大丈夫ですよ。

〇

11日（月） 午前 10 時～ のぞみ保育園 マザーズひろば「ママの手作りクラブ」アクリルたわ
し作り 〇

12 日（火）午前 11時～ のぞみ保育園 １・２・３歳児食事体験 〇
13 日（水）午前 10 時～11時 あさり 「スマイルデー」『おおきな木』さんのマッサージ 〇
14 日（木）午前 10 時～午後 0 時 30 分 うさぎ山 おいしい day 〇
15 日（金）午前 10 時～正午 サポートセンター おたのしみの日「恵未童画館へ行きましょう」 ○
16 日（土）午前 10 時～正午 サポートセンター 産前教室～育児レッスン～「赤ちゃんのお世話体験」 〇

19 日（火）午前 10 時～１１時 サポートセンター 第４回どりーむひろば「ふれあいのひろば」 ○

20 日（水）午前 9 時 30 分～11時 30 分 サポートセンター " 乳 幼 児 相 談・お っ ぱ い 相 談・ 離 乳 食 相 談 
ミニ講話『お口の健康「お口ポカン」に要注意！』"

21日（木） 午前10 時～正午 うさぎ山 ぱくぱくday( 芋クッキング ) 〇
21日（木） 午前10 時～11時 あさり 「もぐもぐデー」園のおやつの紹介と試食 〇

21日（木） 午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 ほのぼのカフェ 〇

22 日（金）午前 10 時～11時 サポートセンター 第３回子育て講座「育つ力を信じましょう～子ども
の発達心理と子育て支援について～」 〇

27 日（水）午前 10 時～ のぞみ保育園 うたってあそぼう～ほっこりクラブ 〇
28 日（木）午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 リース作り 〇
29 日（金）午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「リース作り」 ○
30 日（土）午前 10 時～11時 シビックセンター 第２回憩いの日「家族でサッカーを楽しもう」 〇

子育てサポート1 1 月のイベント一覧

子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  　℡０８５５（５２）０５６９
のぞみ子育て支援センター　℡０８５５（５２）７８８８ さくらえ子育て支援センター　℡０８５５（９２）１０６８
あさり子育て支援センター　℡０８５５（５５）１０２４ うさぎ山子育て支援室　℡０８５５（５４）１４２５

　子育てサポートセンターや支援センター・支援室の実施するイベントや取り組みなど
をお知らせします。
　新型コロナウイルス感染症の予防のため、基本的に予約制で開催します。予約やお問
い合わせは、下記の各施設までお問い合わせください。
　子育てサポートセンターホームページからも確認できます。

ホームページ
はこちら↓
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絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
３
２
１

市
民
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、燃
料
消
費

量
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら

し
、地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る

運
転
技
術
や
心
が
け
で
す
。
日
々
の

運
転
の
な
か
で
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
自
車
の
燃
費
を
把
握
し
よ
う

②
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」

③
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

④
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離

そ
う

⑤
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

⑥
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ
う

⑦
渋
滞
を
避
け
、余
裕
を
も
っ
て
出

発
し
よ
う

⑧
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る
点

検
・
整
備

⑨
不
要
な
荷
物
は
お
ろ
そ
う

⑩
走
行
の
妨
げ
と
な
る
駐
車
は
や
め

よ
う

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
資

源
ご
み
の
回
収
の
た
め
の
施
設
で

す
。
無
料
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
利
用
の
際
は
近
隣
へ
の
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

場○
旧
江
津
市
役
所
本
庁
舎
前

◎
開
場
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

※
強
風
や
荒
天
時
な
ど
予
告
な
く
閉

鎖
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期○
令
和
７
年
１
月
１
日
（水）
～
３
日
（金）

◎
３
つ
の
ル
ー
ル

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、ビ
ン
、缶
（
飲
料

用
の
み
）、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、古
紙
な

ど
を
種
類
別
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

②
容
器
類
は
洗
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
割
ら
な
い
、つ
ぶ
さ
な
い
、不
要
な

も
の
は
外
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
の
禁
止

　
ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法

投
棄
は
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な

く
、土
壌
や
地
下
水
の
汚
染
、悪
臭
な

ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

◎
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

　
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、危
険
を
伴
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、直
接
注
意
せ

ず
、警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
私
有
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ら

　
不
法
投
棄
を
し
た
人
物
が
特
定
で

き
る
場
合
は
当
然
そ
の
人
物
が
不
法

投
棄
物
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
特
定
で
き
な
い
と
き

は
、最
終
的
に
土
地
の
所
有
者
（
管

理
者
）が
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
に

　

草
木
な
ど
で
見
通
し
の
悪
い
場

所
、す
で
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る

場
所
、人
目
に
付
き
に
く
い
場
所
な

ど
は
ご
み
が
捨
て
ら
れ
や
す
い
環
境

で
す
。
草
刈
り
や
柵
の
設
置
な
ど
で

土
地
を
適
正
に
管
理
し
、不
法
投
棄

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係　

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
６

お
知
ら
せ

市
民
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
次
の
日
程
で
停
止
し
ま
す
。

◎
停
止
日

・
11
月
21
日
（木）　
終
日

・
11
月
29
日
（金）　
午
後
５
時
～

　
　
12
月
１
日
（日）　
終
日

戸
籍
広
域
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

　
他
市
町
村
が
本
籍
の
戸
籍
証
明
書

を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
、江
津

市
役
所
お
よ
び
桜
江
支
所
の
窓
口
で

は
、次
の
日
程
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

◎
停
止
日　
11
月
21
日
（木）　
終
日

問
市
民
生
活
課
市
民
係　

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
８
２

ご
み
・
環
境

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

日○
11
月
24
日
（日）　
午
前
９
時
～
正
午

￥○
有
料

申○
事
前
連
絡
不
要

問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
３
）５
０
８
１

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日○
11
月
24
日
（日）　
午
前
９
時
～
正
午

対○
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可

￥○
有
料

他○
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
ご
み

を
持
ち
込
む
人
は
22
日
（金）
ま
で
に
連

情報
ポケット

各記号の意味
日○日時　期○期間　場○場所　内○内容　対○対象
資○資格　持○持ち物　定○定員　￥○費用　〆○締切
申○申込方法　他○その他　問問い合わせ先

11月

有
　
料
　
広
　
告

22かわらばんかわらばん 2024.112024.11



ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
最
終
審
査
会

　

一
次
審
査
を
通
過
し
た
６
組
が
、

江
津
市
の
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域

資
源
の
活
用
に
つ
な
が
る
創
業
プ
ラ

ン
を
発
表
し
ま
す
。

日○
12
月
８
日
（日）

　
午
後
１
時
～
５
時
30
分

場○
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
２
階
ホ
ー
ル

申○
不
要

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ご
ね
っ
と
石
見　

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
１
３
０

相
　
談

11
月
の
補
聴
器
修
理
相
談
会

「
市
役
所
本
庁
舎
1
階
相
談
室
4
」

会
場

☆
5
日
（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
5
日
（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

☆
18
日
（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

☆
27
日
（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」会
場

☆
7
日
（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
27
日
（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

　
障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
４

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
悲
し

み
、苦
し
み
、怒
り
等
を
遺
族
だ
け
で

語
り
合
う
場
で
す
。

出
雲
会
場

日○
11
月
９
日
（土）

場○
出
雲
市
民
会
館

浜
田
会
場

日○
11
月
16
日
（土）

場○
浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内○
午
後
２
時
～
３
時
30
分
ま
で
は
遺

族
だ
け
の
分
か
ち
合
い
の
時
間
。（
予

約
不
要
）

　
午
後
３
時
30
分
～
５
時
は
自
死
問

題
に
関
心
の
あ
る
人
も
参
加
で
き
ま

す
。（
要
予
約
）

※
会
場
や
日
時
の
変
更
も
あ
り
ま
す

の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

（
桑
原
）

℡
０
９
０
（
４
６
９
２
）５
９
６
０

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン
江
津

　
が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
し
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

日○
11
月
16
日
（土）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場○
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

対○
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か
つ
て
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
な
ど
ど
な
た
で
も

￥○
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
世
話
人
代
表　
松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

難
病
相
談
の
お
知
ら
せ

一
般
相
談

日○
平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

内○
難
病
、治
療
、生
活
に
関
す
る
相
談

（
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル
）○

申○
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込
む

就
労
相
談

日○
11
月
13
日
（水）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内○
難
病
患
者
の
就
労
に
関
す
る
相
談

（
面
談
・
電
話
）

※
面
談
を
ご
希
望
の
場
合
は
、前
日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
３
（
２
４
）８
５
１
０

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催
○

○日○
11
月
13
日
（水）　
午
後
１
時
～
４
時

場○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内○
求
人
・
求
人
相
談
、看
護
情
報
の

提
供

問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

講
座
・
研
修

介
護
者
教
室
の
開
催

　
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
介
護
者
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
介
護
者
の
心
と
身
体
の
ケ
ア

を
テ
ー
マ
に
日
々
介
護
を
し
て
い
る

人
が
行
き
詰
ま
ら
な
い
よ
う
、息
抜

き
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日○
11
月
22
日
（金）　

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

場○
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー　

　
２
階
大
会
議
室

◎
講
演

「
気
持
ち
を
楽
に
し
、私
ら
し
い
介

護
を
目
指
し
て
」

◎
講
師

　
Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
代
表

　
　
　
　
　
和
田　
征
大
氏

（
社
会
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
、介
護

支
援
専
門
員
）

定○
70
人

申○
電
話
で
事
前
に
申
し
込
む

問
江
津
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
８
８

市税などの納付は便利な講座振替をご利用ください。
お手続きは市内金融機関にてお願いします。

有
　
料
　
広
　
告

▲申込フォーム
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介
護
補
助
ス
タ
ッ
フ

育
成
講
習

～
忙
し
い
介
護
現
場
の
縁
の
下
の
力
持
ち
～

期○
11
月
27
日
（水）
～
29
日
（金）
の
3
日
間

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場○
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

対○
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
の
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人
ま

た
は
関
心
の
あ
る
人

内○
介
護
現
場
で
働
く
職
員
の
み
な
さ

ん
が
本
来
の
仕
事
に
集
中
で
き
る
よ

う
、掃
除
・
洗
濯
、食
事
の
配
膳
な
ど

「
介
護
の
周
辺
業
務
」を
行
う
補
助
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
の
基
本
的
な
知
識
や

技
術
を
学
び
ま
す
。

￥○
無
料

定○
10
人

〆○
11
月
13
日
（水）

問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会　
江
津
分
室

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
３
２
０

第
５
回
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

日○
12
月
18
日
（水）

　
午
前
９
時
30
～
午
後
１
時
30
分

場○
浜
田
養
護
学
校

内○
「
卒
業
後
の
支
援
に
つ
い
て
」事

業
所
の
見
学
等

◎
目
的

・
卒
業
後
の
支
援
機
関
に
つ
い
て
知
る

・
障
が
い
者
雇
用
事
業
所
や
福
祉
事

業
所
に
つ
い
て
の
理
解

・
啓
発
を
図
る

申○
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む　

対○
高
校
生
以
上

◎
事
業
所
で
昼
食
（
実
費
）を
と
り

ま
す

問
浜
田
養
護
学
校
（
松
田
）　

℡
０
８
５
５
（
２
2
）２
２
０
０

第
3
回
子
育
て
講
座

育
つ
力
を
信
じ
ま
し
ょ
う

～
子
ど
も
の
発
達
心
理
と

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
～

　

子
育
て
中
の
親
や
、そ
の
ご
家
族

の
育
児
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日○
11
月
22
日
（金）　
午
前
10
時
～
11
時

場○
江
津
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

◎
講
師　
加
納
美
代
子
氏

問
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）０
５
６
９

コ
ン
ポ
ス
ト
大
作
戦　

参
加
者
募
集

　

近
年
、ご
み
削
減
や
環
境
保
全
と

い
っ
た
活
動
に
関
心
が
多
く
寄
せ
ら

れ
る
中
、コ
ン
ポ
ス
ト
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
座
で
は
、コ

ン
ポ
ス
ト
（
堆
肥
）に
関
す
る
様
々

な
知
恵
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
生
ご
み

を
捨
て
る
量
や
手
間
を
減
ら
し
、で

き
た
堆
肥
を
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
な
ど
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
座
学
編
】

日○
11
月
30
日
（土）　
午
前
10
時
～
正
午

場○
浅
利
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー

【
実
践
編
】

日○
11
月
30
日
（土）　
午
後
１
時
～
３
時

場○
菰
沢
公
園

￥○
無
料

定○
各
１
０
０
人

※
ど
ち
ら
か
の
み
参
加
可
。

申○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
む

問
江
津
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
９
３

生
活
支
援
担
い
手
研
修

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
、

掃
除
、買
い
物
支
援
な
ど
の
生
活
支

援
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
専
門
的
な

知
識
や
技
能
を
学
び
ま
す
。

日○
12
月
６
日
（金）
、７
日
（土）

場○
い
わ
み
ー
る

対○
平
成
31
年
度
～
令
和
６
年
度
に
実

施
し
た
「
介
護
の
入
門
的
研
修
」を

修
了
し
た
人

定○
20
人

〆○
11
月
22
日
（金）

￥○
無
料

申○
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
島
根
支

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
む

問
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
島
根
支
部

℡
０
８
５
５
（
２
５
）８
３
０
２

募
　
集

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
８
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を

再
開
し
ま
し
た
。「
介
護
・
子
育
て

分
野
」「
観
光
分
野
」を
は
じ
め
と
し

た
多
彩
な
業
種
で
の
短
時
間
や
短
期

間
の
仕
事
な
ど
、幅

広
く
ご
案
内
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

◎
入
会
説
明
会
（
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

同
時
開
催
）

日○
11
月
21
日
（木）　
午
後
１
時
30
分
～

場○
江
津
市
職
員
会
館

対○
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

内○
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

は
」「
べ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」「
管
理
栄
養

士
さ
ん
の
知
っ
て
得
す
る
話
」

￥○
無
料

問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）１
６
１
６

イ
ベ
ン
ト

江
津
市
人
権
問
題
講
演
会

　
江
津
市
人
権
問
題
講
演
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

有
　
料
　
広
　
告

▲ホームページ

▲ホームページ

▲ホームページ
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日○
12
月
19
日
（木）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

　
※
講
演
は
午
後
３
時
ま
で

場○
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
テ
ー
マ

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
人
権

侵
害

◎
演
題

「
言
葉
の
責
任　

ネ
ッ
ト
の
被
害

者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

～
突
然
、僕
は
殺
人
犯
に
さ
れ
た
～

◎
講
師　

ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
さ

ん
（（
一
社
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
協
会
代
表
）

￥○
無
料

申○
不
要

問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）１
０
１
８

令
和
６
年
度
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー
講
演
会

た
た
ら
研
究
最
前
線

―
石
見
・
桜
谷
鈩
の
謎
に
せ
ま
る
―

　

江
津
市
松
川
町
で
発
見
さ
れ
た

中
・
近
世
の
製
鉄
遺
跡
か
ら
、石
見

に
お
け
る
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
的
特

質
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

日○
11
月
30
日
（土）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

場○
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
３
階

￥○
無
料

申○
は
が
き
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、申
し

込
む

◎
申
込
先

島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

松
江
市
打
出
町
33
番
地

℡
０
８
５
２
（
３
６
）８
６
０
８

FAXAX
０
８
５
２
（
３
６
）８
０
２
５

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
５
９

第
31
回
「
小
さ
な
巨
匠
展
」

　
島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
と

江
津
市
内
の
特
別
支
援
学
級
、江
津
市

在
住
の
島
根
県
立
浜
田
養
護
学
校
の

児
童
生
徒
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
学
習
活
動
の
中
で
制

作
し
た
絵
画
や
版
画
、工
作
な
ど
の

造
形
作
品
や
学
習
の
様
子
の
紹
介
、

ま
た
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に

向
け
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
形
に
し

た
「
福
島
ひ
ま
わ
り
里
親
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」へ
の
参
加
の
様
子
、ひ
ま
わ
り

を
題
材
に
し
た
作
品
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

期○
11
月
20
日
（水）
～
11
月
26
日
（火）

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
26
日
（火）
は
午
後
３
時
ま
で

場○
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津

　
１
階
【
み
ど
り
の
広
場
】

　
２
階
【
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ー
ト
横
】

※
２
階
会
場
は
午
後
８
時
ま
で

￥○
無
料

問
島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
生

徒
指
導
部

℡
０
８
５
５
（
５
２
）２
６
１
３

FAXAX
０
８
５
５
（
５
２
）２
６
１
４

江
津
市
総
合
社
会
福
祉
大
会

○日○
11
月
13
日
（水）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場○
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
式
典

社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
へ
の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈

◎
講
演
会

災
害
支
援
活
動
に
つ
い
て

・
能
登
半
島
地
震
で
私
が
見
た
も
の

・
初
め
て
の
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

￥○
無
料

申○
不
要

問
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
０
８
５
５
（
５
２
）２
４
７
４

障
が
い
者
ア
ー
ト
展

ア
ク
ア
ー
ト
２
０
２
４

　

う
み
・
い
ろ
・
か
た
ち
展

期○
11
月
20
日
（水）
～
12
月
16
日
（月）

場○
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
ペ
ン
ギ

ン
館

　

期
間
中
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、ア
ー
ト

ベ
ー
ス
し
ま
ね
い
ろ
を
検
索

※
ア
ク
ア
ス
入
館
料
が
必
要

問
島
根
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ト
ベ
ー
ス
し

ま
ね
い
ろ

℡
０
８
０
（
５
７
５
６
）３
２
２
５

お
や
こ
☆
キ
ラ
キ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト

　
親
子
で
生
の
音
楽
に
触
れ
て
楽
し

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
、地
域
の
子
育
て

支
援
関
係
者
、高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
の
も
と
開
催
し
ま
す
。

日○
12
月
８
日
（日）　
午
前
10
時
～
正
午

場○
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

￥○
無
料

申○
不
要

問
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）０
５
６
９

古
民
家
学
生
イ
ベ
ン
ト

　

～
つ
ぬ
さ
ん
ぽ
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
～

　
都
野
津
町
で
行
わ
れ
る
空
き
家
・

空
き
地
を
活
用
し
た
街
歩
き
。
古
民

家
を
会
場
と
し
て
学
生
が
企
画
・
運

営
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
来
場
者
の

方
々
が
「
楽
し
い
」や
「
ワ
ク
ワ
ク
」

を
発
見
で
き
る
企
画
を
た
く
さ
ん
企

画
し
て
い
ま
す
。
飲
食
出
店
も
あ
り

ま
す
！

日○
12
月
１
日
（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場○
都
野
津
町
内

問
都
野
津
街
並
み
の
会
（
森
元
）

℡
０
９
０
（
４
８
９
７
）３
３
７

有
　
料
　
広
　
告

▲メールを送る

▲メールを送る

▲ホームページ
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ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
ハ
ガ
キ
に
描
こ
う
ア
ク
ア
ス
の

海
」作
品
募
集

　

ア
ク
ア
ス
の
い
き
も
の
や
、海
や

川
に
ま
つ
わ
る
ハ
ガ
キ
大
の
絵
画
作

品
大
募
集
！
応
募
し
て
い
た
だ
い
た

人
に
は
、作
品
展
示
期
間
中
有
効
な

無
料
招
待
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

期○
11
月
1
日
（金）
～
12
月
25
日
（水）

◎
応
募
方
法　

　
ア
ク
ア
ス
に
設
置
さ
れ
た
応
募
箱

へ
投
函
も
し
く
は
郵
送

※
12
月
25
日
（水）
必
着

◎
備
考　

　
作
品
規
程
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
フ
ェ
「
ウ
ミ
ガ
メ
が
夢

見
る
未
来
の
海
は
」

　
ウ
ミ
ガ
メ
の
視
点
か
ら
地
域
の
海

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

日○
11
月
24
日
（日）

　
午
後
1
時
30
分
～
３
時

◎
講
師　
亀
崎　
直
樹
氏

　
（
岡
山
理
科
大
学
教
授
）

定○
30
人	

￥○
無
料

申○
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
６
１
４

◎
担
当

　
学
習
交
流
係

午
前
９
時
～
午
後
5
時

体
験
ス
ク
ー
ル
「
ウ
ミ
ガ
メ
博
士
に

な
ろ
う
！
」

　

ウ
ミ
ガ
メ
研
究
の
第
一
人
者
、岡

山
理
科
大
学
の
亀
崎
直
樹
氏
を
お
招

き
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
ヒ
ミ
ツ
に
迫
り

ま
す
。
※
解
剖
を
し
ま
す
。

日○
11
月
24
日
（日）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場○
ア
ク
ア
ス
1
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
○

定○
30
人　

￥○
２
０
０
円

対○
小
中
学
生
以
上

（
大
人
の
み
も
可
）

申○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
む

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
ｓ　

Ｂ
ｅ
ａ
ｃ

ｈ　

Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ　

ｕ
ｐ
）大
作
戦

　
ア
ク
ア
ス
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
海

を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
？

日○
11
月
30
日
（土）　
午
前
10
時
～
11
時

　
※
雨
天
中
止

場○
ア
ク
ア
ス
前
の
海
岸

持○
軍
手
・
火
箸
な
ど
（
ご
み
袋
不
要
）

申○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

※
当
日
参
加
可
能
で
す
が
事
前
申
込

者
の
み
飲
料
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◎
備
考

　
前
日
午
後
5
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
開
催

有
無
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

〆○
11
月
20
日
（水）

石
見
神
楽
（
ア
ク
ア
ス
７
月
公
演
）

場○
ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広
場

11
月
3
日
（日）　
上
府
社
中

11
月
4
日
（月）　
追
原
神
楽
社
中

午
後
１
時
～
３
時　
※
雨
天
中
止

◎
神
楽
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
島
根
物
産
商
事
株
式
会
社

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
１
０
０

問
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
９
０
０

石
見
海
浜
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

第
1
回
石
見
海
浜
公
園
マ
ル
シ
ェ

日○
11
月
17
日
（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場○
石
見
海
浜
公
園
Ｂ
ケ
ビ
ン
村

内○
手
作
り
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
の
販
売
、美
味
し
い
食
べ
物
屋
さ

ん
の
出
店
他
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

バ
ン
ド
の
生
演
奏
な
ど

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日○
12
月
17
日
（火）　
午
前
10
時
～
正
午

※
小
雨
決
行

場○
石
見
海
浜
公
園

定○
10
人
（
先
着
）

￥○
無
料
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
有
り
）

問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

江
津
青
年
会
議
所

創
立
50
周
年
記
念
事
業

開
催
の
お
知
ら
せ

　

田
村
淳
氏
の
「
即
動
力
」講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
メ

デ
ィ
ア
で
活
躍
中
の
田
村
淳
氏
を
お

招
き
し
て
、「
即
動
力
」を
テ
ー
マ
に

講
演
会
を
し
ま
す
。

日○
11
月
13
日
（水） 

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

場○
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

対○
「
即
動
力
」「
地
方
創
生
」に
関
心

の
あ
る
人
な
ど 

定○
６
０
０
人

￥○
３
０
０
０
円

◎
チ
ケ
ッ
ト
お
求
め
の
方
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
江
津
青
年
会
議
所 

（
吉
田
）（
メ
ー
ル
）

期
間
限
定
！

地
域
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
い
わ
み
ん
２
０
２
４
秋
」

期○
11
月
17
日
（日）
ま
で

場○
市
内
お
よ
び
石
見
地
域
各
所

申○
事
前
に
電
話
か

ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か

ら
予
約
申
込

〆○
開
催
日
の
3
日
前

◎
日
時
、定
員
、参
加
料
は
、各
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
、公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
わ
み
ん
実
行
委
員
会
事
務
局

（
一
般
社
団
法
人
イ
ワ
ミ
ノ
チ
カ
ラ
）

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
２
１
４

有
　
料
　
広
　
告

▲ホームページ ▲メールを送る

▲ホームページ

▲メールを送る
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有
　
料
　
広
　
告

くらしの広場 （無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）

消費生活 豆知識 Topics

消費者トラブル１０選

 交通事故の発生状況
（9 月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｒ 6 年 21 0 25
前年比 6 0 9

県
内

Ｒ 6 年 511 7 572
前年比 -32 -10 -32

 火災・救急・救助の件数
（9 月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 2 4 109
年間合計 11 17 1044

 人の動き
（9 月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　21,326人（-27）
男　　　　10,026人（-6）
女　　　　11,300人（-21）
世帯数　　世帯10,976（-4）
赤ちゃんの誕生
男の子4人　／　女の子　4人

ありがとうございます
（9 月 30 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付
香典・玉串料返し寄付
▽松川・長谷博昭さん（故藤枝さん）▽金田・村
尾健二郎さん（故麗子さん）▽嘉久志・八田文男
さん（故久枝さん）▽都野津・吉村知子さん（故
建夫さん）▽渡津・有田武司さん（故浩二さん）
▽浅利・佐々木智春さん（故正輝さん）▽大田市

（都野津）・岩井和博さん（故廣子さん）▽和木・
福冨語さん（故喜代子さん）▽江津・松浦良子さん

（故雄次郎さん）
※掲載をご了承いただいた人について掲載してい
ます。印刷上表記できない漢字は、常用漢字など
に置き換えています。

◎江津市社会福祉協議会
　℡0855（52）2474

11月の無料相談
人権相談

江津 18 日（月） 9：00 ～12：00
市役所分庁舎１階　会議室

桜江 開催なし
行政相談

江津 20 日（水）13：30 ～16：30
市役所本庁舎3 階　市民相談室

桜江 開催なし
こころの健康相談

日時 7 日（木）、22日（金）
時間 13：30 ～16：00
会場 浜田保健所、市役所など

予約先 浜田保健所　℡０８５５（２９）５５５０
交通事故相談

日時 毎週水曜日 11:00~16:00
会場 浜田合同庁舎１階

予約先 島根県交通事故相談所
℡ 0852（22）5102

サポステ浜田　就労相談
日時 毎月第２火曜日 11：00 ～13：00
会場 市社会福祉協議会　面談室

予約先
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる1階）
℡ 0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

14 日（木）13：00 ～15：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（江津）

22日（金）9：00 ～12：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（桜江）開催なし

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

予約先 市社会福祉協議会
℡ 0855（52）6710

11月の断酒会
江津保健センター
開催日 7 日、14 日、28 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター
開催日 21 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154

　◎相談先
　消費者ホットライン
　℡ １８８

島根県消費者センター
マスコットキャラクター
だまされないゾウくん
作：柏屋コッコ

①屋根や外壁、水回りなどの“住宅
修理”

②　保険金で住宅修理できると勧
誘する“保険金の申請サポート”
③“インターネットや電話、電力・
ガスの契約切替”

④“スマホ”のトラブル
⑤健康食品や化粧品、医薬品などの
“定期購入”

⑥パソコンの“サポート詐欺”
⑦“架空請求”“偽メール・偽ＳＭＳ”
⑧在宅時の突然の“訪問勧誘、電話

勧誘”
⑨“不安をあおる、同情や好意につ

けこむ勧誘”
⑩便利でも注意“インターネット通

販”
※独立行政法人国民生活センター

が公表しています。

高齢者とそのまわりの方に
気を付けてほしい

　「お金が返ってくるので、ＡＴＭ
に行くように」などという電話が
あったら還付金詐欺です。

還付金詐欺にご注意ください
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広報担当のカメラから

90 周年はアクアスで
　10月12日、江津工業高等学校の文化祭がしまね海洋
館アクアスで行われました。今年は江津工業高等学校の
開校 90周年。多くの人に活動の様子を見てもらいたいと
いう思いから、今回の文化祭が実現しまし
た。ステージパフォーマンスでは江津工業
高校の生徒をはじめ、江津高校、石見智
翠館高校、愛真高校などが出演し、江津
市内の高校生みんなで文化祭を盛り上げ
ました。

　10月6日、江津消防署で消防フェスタが開催されまし
た。このイベントは今年で２回目で、消防士の仕事のPR
を目的として行われました。イベントには多くの家族が訪
れ、渡過体験や放水体験を楽しみました。
地震体験車や多目的消防ポンプ車など合
計で８台の消防車両が展示され、また人
形を使用した救助訓練の実演もあり、実
際の現場の雰囲気を感じることができま
した。

消防署で体験！「消防フェスタ」

記念式典が行われました

元気に過ごしてます！
　９月27日、今年度100 歳を迎えた嶋田久美子さん
を中村市長が訪問しました。市長は国からの賞状や杯、
市からの祝い品を手渡し、長寿をお祝いしました。
嶋田さんは、「100 歳を迎えても体に痛
みもなく過ごしています」と話をされまし
た。これからも元気にお過ごしください！
今年度、市内では男性２人、女性14人
の計16人が100歳を迎えます。皆さん、
おめでとうございます。

　昭和 29 年江津市が誕生して70周年、平成16 年
10月1日に江津市と桜江町が合併して20周年を祝う
記念式典が、10月１日、江津市総合市民センターで行
われました。会場にはこれまで市政にご
協力いただいた人など、約400人が集ま
りお祝いしました。アトラクションでは、
都治神楽社中が「大蛇」を披露しました。

28かわらばんかわらばん 2024.112024.11



江津食彩
食卓に毎日プラス１皿の野菜

ごうつの味　四季めぐり

ほうれん草ほうれん草の
チーズオムレツ

材料（２人分）
・ほうれん草　100ｇ
・トマト　小1/2個
・ピザ用チーズ　30ｇ
・卵　３個
・牛乳　大さじ２
・塩・こしょう　少々
・ケチャップ　適量　

作り方
１ほうれん草は１株ずつ葉と根本を交互におきラップでぴったりと包み、電子レンジ（600ｗ）で
２分程度加熱する。
２水をはったボウルにほうれん草を入れ、粗熱が取れたら水分を絞り、２㎝に切る。
３トマトを１㎝角に切る。
４ボウルに卵を割り入れ溶きほぐす。ほうれん草、牛乳、塩・こしょうを加えて混ぜる。
５深さのある耐熱容器に大き目にラップを敷き、 ４ を流し入れる。電子レンジで１分半～２分程
度加熱する。
６一度取り出し、中心にトマト・チーズをのせ、再び電子レンジで１分程度加熱する。
７ラップごと半分に折りたたんで全体を包み、形を整えて少しおく。
　※加熱が不十分な時は、様子を見ながら電子レンジで加熱する。
８お皿にもり、ケチャップをかける。

１人分の野菜使用量：80g　エネルギー：197kcal　塩分：1.0g１人分の野菜使用量：80g　エネルギー：197kcal　塩分：1.0g

ほうれん草はビタミン・ミネラルなどの栄養
素が豊富で、なかでも「鉄」は、野菜ではト

ップクラスの含有量です。貧血を予防する鉄を効
率よく吸収するには、たんぱく質やビタミンｃと一
緒に摂るのがおすすめ。電子レンジ調理で油を
使わず、手軽でヘルシーな一品です。

調理時間　約10 分

\ レシピ公開中 /

問江津市図書館本館　℡０８５５（５２）０５５１
　桜江分館　℡０８５５（９２）０３００Library 図書館においでよ！

ローカル新聞「江津タイムズ」（ほか）複写版のご紹介

　当館にご寄贈いただいたローカル新聞の複写版まと
め作業が終了し、閲覧・貸出資料としての提供が始ま
りました。１階郷土コーナーで自由にご覧いただけます。
　今回整理したのは、昭和21年の
『江津旬報』から昭和 55 年の『江
津タイムズ』まで。当時の江津の世
相をうかがい知ることができる貴重
な郷土資料です。

◎少しだけ見出しをご紹介…
　・江津駅明年度着工か モダンな鉄筋二階建
　・繁忙を極める江津局の電話室
　・山陰線に夜行列車復活を計画
　その他、あけぼの館（映画館）の上映案内や市内商店
の広告など、この時代ならではの賑やかな町の様子が感じ

ジブリ映画ＤＶＤが入りました！
『天空の城ラピュタ』、『となりのトトロ』、『千と千尋の神隠
し』、『かぐや姫の物語』、『君たちはどう生きるか』の5点。
→国内では未配信となっているジブリ作品。ぜひ当館資
料でお楽しみください。

◎毎週火曜日　◎月末休館　11月 30 日（土）
今月の休館日

※休館中や早朝、深夜の返却には返却ポストをご利用くださ
い。必ず、備え付けの用紙にお名前などをご記入ください。大
型絵本、CD、DVD、紙芝居、ゲーム類の返却は開館時間内
にカウンターへご返却ください。

※複写版資料は欠落号や欠損箇所
があるものも含まれます。ご了承の
上ご利用ください。

られる記事もおすすめ！
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江
津
工
業
団
地
の
い
ま

　

９
月
時
点
で
江
津
工
業
団
地
に
は

11
の
企
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
前

回
紹
介
し
た
広
さ
は
、
第
１
期
と
第

２
期
で
造
成
済
み
の
用
地
33
・
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
約
３
分
の
２
に

あ
た
る
21
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
分
譲

済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令

和
５
年
度
の
数
値
で
す
が
、
立
地
企

業
全
社
合
計
で
４
２
２
名
の
方
が
働

い
て
い
ま
す
。

江
津
工
業
団
地
を
広
め
る

　

江
津
市
商
工
観
光
課
企
業
立
地
係

で
は
、毎
年
、島
根
県
が
開
催
す
る「
し

ま
ね
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
」
で
江
津

工
業
団
地
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
、
大
阪
、
広
島
で
江
津
出

身
者
が
集
ま
る
県
人
会
、
市
人
会
の

場
で
も
PR
活
動
を
す
る
な
ど
し
て
企

業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
直

江津とモノづくり江津とモノづくり
～地域おこし協力隊の目線～～地域おこし協力隊の目線～

vol.５
今回は、前回に引き続き江津地域拠点工業団地

（以下「江津工業団地」）について２回目のご紹介

です。　　　　地域おこし協力隊　後藤　響介

▲左：製造業関係者視察受け入れの様子　右：第３期造成予定地

近
の
９
月
に
は
、
工
業
団
地
視
察
の

た
め
に
来
江
し
た
製
造
業
関
係
者
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。（
上
写
真
左
と
写

真
１
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
江
津
工
業
団
地
を

広
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
社
会
教
育
の
場
と
し
て
立
地
企

業
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
年
７
月
に
は
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と

う
も
ろ
こ
し
」
と
江
津
工
業
高
校
の
タ

イ
ア
ッ
プ
企
画
に
よ
り
、
20
名
以
上
の

小
・
中
学
生
が
江
津
工
業
団
地
の
３
社

を
見
学
し
、
製
造
現
場
や
製
品
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。（
写
真
２
）

　

ど
ち
ら
も
す
ぐ
に
効
果
が
目
に
見

見
え
ま
せ
ん
が
、
モ
ノ
づ
く
り
の
企

業
と
人
材
が
江
津
に
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
、
こ
う
し
た
工
業
団
地
を
広

め
る
取
り
組
み
の
継
続
が
重
要
だ
と

言
え
ま
す
。

江
津
工
業
団
地
の
こ
れ
か
ら

　

江
津
工
業
団
地
で
は
、
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

行
中
で
す
。
現
在
、
第
３
期
造
成
の

事
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、
令
和
５
年

か
ら
現
地
測
量
や
、
詳
細
設
計
に
着

手
し
て
い
る
段
階
で
す
。
第
３
期
造

成
に
よ
り
現
在
の
用
地
南
側
に
約
13

ヘ
ク
タ
ー
ル
広
が
る
計
画
で
（
上
写

真
右
）、
よ
り
多
く
の
企
業
が
こ
の
団

地
に
進
出
し
や
す
い
環
境
が
整
い
ま

す
。
ま
た
、
山
陰
自
動
車
道
の
福
光
・

浅
利
間
が
開
通
す
る
と
物
流
面
で
の

利
便
性
が
大
幅
に
向
上
し
、
企
業
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

江
津
工
業
団
地
は
、
引
き
続
き
地

域
経
済
の
要
と
し
て
発
展
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
企
業
誘
致
や
雇
用
創
出
、
地
域
の

持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
た
取
り
組

み
が
続
け
ら
れ
る
中
で
、
工
業
団
地

の
さ
ら
な
る
可
能
性
に
注
目
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲江津市商工観光課　企業立地係
　板倉さん（左）　田中さん（右）

▲トップ金属工業㈱小・中学生見学の様子
　【写真２】

▲製造業関係者視察の集合写真
　【写真１】
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11月ごうつカレンダー江津市 PR キャラクター
 「人麻呂くんとよさみ姫」

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
１ ２
済子宮頸がん検診 総 江津市文化祭

（展示）

３ 文化の日 4 振替休日 ５ ６ ７ ８ ９
中ふれあいバレー

ボール島根県大
会、 江 津 市 野
球連盟秋季選
手権野球大会

総 江津市文化祭
（展示・発表）

子休館日

中  総  図  じ休館日
済子宮頸がん、乳

がん検診

中第 6 回江津・浜
田ブロック交流
グラウンドゴル
フ大会

済子宮頸がん、乳
がん検診

　献血

役 子宮頸がん、乳
がん検診

保断酒会（27）
サ定休日
子休館日
済子宮頸がん検診

中 島根県高校新
人ハンドボール
大会

総 島根県交通安
全県民大会

済子宮頸がん検診
◆ 献 血　　　　

（トップ金属工業）

中 島根県高校新
人ハンドボール
大会

総 石見智翠館高
等学校吹奏楽
部定期演奏会

◆第 37 回いきい
き祭り（32）

10 11 12 13 14 15 16
中 島根県高校新

人ハンドボール
大会、第 67 回
秋季市民ソフト
テニス大会、中
国５県都市対抗
ブロック予選

◆第 37 回いきい
き祭り（32）

済子宮頸がん検診 中  総  図  じ休館日
済子宮頸がん、乳

がん検診

済子宮頸がん、乳
がん検診

保断酒会（27）
サ定休日
子休館日
社法律相談（27）
済子宮頸がん検診

総 江津市小中学
校音楽会

済子宮頸がん検診

じごうつ秋まつり
（32）

17 18 19 20 21 22 23 勤労感謝の日
中 島根県ラージ

ボール卓球選手
権大会

パ  じ ごうつ秋ま
つり（32）

◆乳がん検診、献血
（ゆめタウン江津）

分人権相談（27）
済子宮頸がん検診

中  総  図  じ休館日
済子宮頸がん、乳

がん検診

済子宮頸がん、乳
がん検診

役行政相談（27）

桜断酒会（27）
サ定休日
子休館日
済子宮頸がん検診
◆肺がん検診

（ゆめタウン江津）

社一般相談（27）
済子宮頸がん検診

中 ふ れ あ い バ
レーボール石
見地区交流大
会、第 53 回バ
レーボール連
盟結成記念大
会

子休館日

24 25 26 27 28 29 30
島休日開場日（22）
エ休日開場日（22）
中 第 8 回星高杯

ソフトバレー
ボール大会（一
般の部）、江津
市野球連盟秋
季選手権野球
大会

総神楽大会（11）

済子宮頸がん検診 中  総  図  じ休館日
済子宮頸がん、乳

がん検診

役食事相談
済子宮頸がん、乳

がん検診

保断酒会（27）
サ定休日
子休館日
済子宮頸がん検診

済子宮頸がん検診 中 第８回星高杯
ソフトバレー
ボール大会（小
学生の部）

総 しまね映画祭
in ごうつ (11)

図月末休館日
じ 埋蔵文化財調

査センター講
演会（25）

◎各記号の意味
役市役所　分分庁舎　島島の星クリーンセンター　エエコクリーンセンター　保江津保健センター さ桜江総合センター　
桜桜江保健センター　中中央公園　総総合市民センター　図江津市図書館　パパレットごうつ　　ササンピコごうつ　
子子育てサポートセンター　じじばさんセンター　社社会福祉協議会　済済生会江津総合病院　　◆市内その他会場

※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

編
集
部
だ
よ
り

２０２４ごうつ秋まつり

第３７回桜江いきいき祭り

　１１月９日は旧川戸小学校体育館で「桜江総合
文化展」、１０日は桜江総合センター前の県道が
歩行者天国となり、テント村のバザー、農産物即
売会など、秋の味覚が勢ぞろいします。野外特
設ステージでは、山下時子さん、ｈａｃｔｏさん
をはじめ市内外からの出演者が集い、通りでは「よ
さこい」踊り連が桜江小学校の子ども達と一緒に
祭りを盛り上げます。

問桜江いきいき祭り実行委員会（桜江支所内）
℡０８５５（９２）１２１１

駐車場　今井産業株式会社駐車場
　　　　桜江小学校

　　　　八戸川堤防
※１０日（日）は今井産業駐車場から会場までシャ
トルバスを運行します。

会　場　桜江総合センター周辺

　

１１月９日　　１０日土 日

午前９時～午後４時

じばさん会場　　　　午前９時～午後４時
パレットごうつ会場　午前１０時～午後３時

１１月１６日 土
じばさん会場　午前１０時～午後５時

１１月１７日 日

○

　今年度は、パレットごうつとじばさんセンターの
２会場で開催します。パレット会場では、地域産
品を使用した飲食販売、農林産物の品評会、地
元企業の製品や各団体の活動内容の展示・体験
スペースなど盛りだくさんの内容です。
　じばさん会場では、第２０回陶器祭り「石見大
陶器市」を開催し、伝統工芸品・石見焼を多数
展示・販売します。２割引コーナーや赤札コーナー
などお得な商品が並びます。

駐車場　江津市総合市民センター
　　　　じばさんセンター
　　　　市役所旧庁舎・新庁舎
※駐車スペースには限りがあります。公共交通のご利用
や、できるだけ乗り合わせの上、お越しください。詳
しくは市のホームページでご確認ください。
※１７日（日）は、じばさんセンターと江津駅前を無料シャ
トルバスで運行します。
※パレットごうつの駐車場は使用できません。

問商工観光課商工振興係
℡０８５５（５２）７４９４

江津市公式 LINE
友だち募集中！

この広報紙は地球に優しい、
石油をあまり使用しない植物油
インクを使用しています。

江津市合併２０周年・市制施行７０周年記念事業

　

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
く
て
長

か
っ
た
で
す
ね
。
衣
替
え
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
わ
か
ら
ず
夏
服
の
片
付

け
が
で
き
ま
せ
ん
。
11
月
号
編
集

の
時
期
は
ま
だ
半
袖
で
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

29
ペ
ー
ジ
の
「
図
書
館
に
お
い

で
よ
！
」
は
、
ロ
ー
カ
ル
新
聞
複

写
版
の
紹
介
で
す
。
江
津
市
は
昭

和
29
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時

の
様
子
を
確
認
で
き
る
い
い
機
会

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も

貴
重
な
郷
土
資
料
を
見
に
図
書
館

へ
出
か
け
ま
せ
ん
か
。（
栄
）

　

夏
が
終
わ
り
、
気
持
ち
の
い
い

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

育
て
て
い
た
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫

し
ま
し
た
。
毎
日
さ
つ
ま
い
も
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
が
過
ぎ
る
と
、

朝
は
寒
く
て
布
団
か
ら
出
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
休
日
に

釣
り
に
行
く
と
き
は
ぱ
っ
ち
り
と

目
が
覚
め
る
の
で
す
が
・
・
・

　
さ
て
、
季
節
は
秋
、
食
欲
の
秋
！

イ
ベ
ン
ト
に
行
き
食
べ
る
の
も
あ

り
、
自
分
で
釣
っ
た
魚
を
食
べ
る

の
も
あ
り
！
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

（
海
）
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